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太元帥法の歴史的変遷

　
　
　

�［
要
旨
］
太
元
帥
法
は
毎
年
正
月
八
日
よ
り
十
四
日
の
七
日
間
、
宮
中
（
後
に
は
醍
醐
寺
理

性
院
）
に
お
い
て
太
元
帥
明
王
を
本
尊
と
し
、
宝
寿
無
窮
・
鎮
護
国
家
の
為
に
修
す
る
秘

法
と
し
て
、
後
七
日
御
修
法
に
準
ぜ
ら
れ
る
大
法
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
会
で
用
い
ら
れ
る

本
尊
の
太
元
帥
明
王
像
は
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
も
あ
り
、
密
教
図
像
特
有
の
荒
々

し
い
形
相
で
あ
る
。
本
尊
前
に
設
え
ら
れ
る
大
壇
に
は
百
の
剣
と
百
の
弓
が
配
置
さ
れ
る

が
、
こ
う
し
た
荘
厳
が
施
さ
れ
る
中
で
、
勤
修
さ
れ
た
太
元
帥
法
の
迫
力
は
圧
巻
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。
そ
も
そ
も
太
元
帥
法
は
入
唐
を
果
た
し
た
常
暁
に
よ
っ
て
承
和
六
年

（
八
三
九
）
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
後
、
仁
明
天
皇
よ
り
そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
、
翌

年
に
宮
中
常
寧
殿
に
お
い
て
初
め
て
勤
修
さ
れ
た
。
以
後
、
太
元
帥
法
は
道
場
や
規
模
に

変
化
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
国
家
・
天
皇
の
た
め
に
途
切
れ
る
こ
と
な
く
恒
例
的
に
勤
修

さ
れ
相
承
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
太
元
帥
法
は
臨
時
で
勤
修
さ
れ
る
場
合
も
確
認
さ

れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
正
面
か
ら
取
り
扱
っ
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
ま
ず
古
代
か
ら
近
世
に
お
け
る
臨
時
の
太
元
帥
法
の
事
例
を
挙
げ
、
そ
の
目
的
等

を
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
臨
時
の
太
元
帥
法
は
、
天
皇
や
朝
廷
関
係
の
施
主
に
よ
り
国

家
を
脅
か
す
災
難
が
あ
っ
た
場
合
に
修
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
鎮
護
国
家
の
効
験
を
期
待

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
近
世
初
頭
以
降
に
な
る
と
、
武
家
を
施

主
と
し
た
太
元
帥
法
が
見
ら
れ
始
め
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
毛
利
輝
元
と

島
津
家
久
を
施
主
と
し
て
行
わ
れ
た
太
元
帥
法
に
注
目
し
、
荘
厳
や
本
尊
の
特
徴
に
よ
り
、

同
法
が
武
家
に
好
ま
れ
、
勤
修
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

　
　
　

�　

ま
た
古
代
か
ら
近
世
に
お
け
る
恒
例
と
臨
時
の
勤
修
事
例
の
検
証
か
ら
、
太
元
帥
法
に

石
　
塚
　
菜
々
美

　
太
元
帥
法
の
歴
史
的
変
遷

　
　
　
　
　
―
―
毛
利
氏
・
島
津
氏
に
よ
る
事
例
に
注
目
し
て
―
―

　
　
　

は
じ
め
に

　

太
元
帥
法
は
毎
年
正
月
八
日
よ
り
十
四
日
ま
で
宮
中
、
後
に
は
醍
醐
寺
理
性
院
に

お
い
て
太
元
帥
明
王
を
本
尊
と
し
、
宝
寿
無
窮
・
鎮
護
国
家
の
為
に
修
す
る
最
大
秘

法
に
し
て
、
宮
中
真
言
院
後
七
日
御
修
法
に
準
ぜ
ら
れ
る
大
法
と
さ
れ
る
（『
密
教

大
辞
典
』）。
こ
の
法
会
の
本
尊
で
あ
る
太
元
帥
明
王
像
は
三
十
六
臂
・
八
臂
・
四
臂

と
い
う
三
種
類
の
図
像
が
醍
醐
寺
理
性
院
に
伝
来
し
、
勤
修
の
際
に
用
い
ら
れ
て
き

た
。
い
ず
れ
の
図
像
も
大
幅
で
あ
り
、
三
十
六
臂
の
太
元
帥
明
王
像
に
お
い
て
は
三

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
図
像
で
あ
る
。
太
元
帥
法
を
修
す
る
道
場
は
多
く
の
道
具
に

対
す
る
認
識
の
変
化
を
考
察
し
た
。
太
元
帥
法
は
創
始
以
来
、
天
皇
・
国
家
以
外
の
施
主

に
よ
る
勤
修
は
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
近
世
初
頭
に
な
る
と
、
武
家
に
よ

る
勤
修
が
見
ら
れ
、
寺
院
社
会
も
そ
れ
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
太
元
帥
法
の
認
識

に
一
個
人
の
意
思
に
よ
っ
て
勤
修
さ
れ
る
と
い
う
認
識
が
加
わ
っ
た
と
言
及
し
た
。

　
　
　
［
キ
ー
ワ
ー
ド
］
太
元
帥
法
・
大
法
・
信
濃
国
文
永
寺
・
毛
利
輝
元
・
島
津
家
久
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よ
っ
て
荘
厳
さ
れ
る
が
、
特
徴
的
と
い
え
る
道
具
が
百
の
剣
と
百
の
弓
で
あ
り
、
こ

れ
ら
を
大
壇
に
配
置
し
て
太
元
帥
法
は
勤
修
さ
れ
た
。

　

そ
も
そ
も
太
元
帥
法
は
入
唐
を
果
た
し
た
常
暁
に
よ
っ
て
承
和
六
年
（
八
三
九
）

に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
後
、
時
の
天
皇
で
あ
る
仁
明
天
皇
に
そ
の
効
果
を
期
待
さ

れ
、
翌
年
に
宮
中
常
寧
殿
に
お
い
て
初
め
て
勤
仕
さ
れ
た
。
太
元
帥
法
の
勤
修
に
は

多
く
の
寺
院
が
関
わ
っ
た
が
、
特
に
秋
篠
寺
は
常
暁
が
太
元
帥
明
王
を
感
得
し
た
地

と
し
て
由
緒
と
な
り
、
法
会
に
用
い
る
香
水
が
汲
ま
れ
た
。
ま
た
太
元
帥
法
は
太
元

別
当
が
中
心
と
な
っ
て
相
承
さ
れ
、
法
琳
寺
・
醍
醐
寺
理
性
院
・
仁
和
寺
・
安
祥
寺

に
よ
っ
て
別
当
職
は
相
伝
さ
れ
た
。
太
元
別
当
は
天
皇
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
も
の

で
あ
り（

（
（

、
基
本
的
に
は
正
月
に
天
皇
・
国
家
の
た
め
に
太
元
帥
法
を
勤
修
す
る
役
割

を
果
た
し
た
。し
か
し
、時
に
は
太
元
別
当
を
め
ぐ
っ
て
相
論
が
起
き
る
こ
と
も
あ
っ

た
。

　

太
元
帥
法
は
先
行
研
究
に
よ
り
、
そ
の
創
始
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
別
当
職
を

め
ぐ
る
相
論
に
つ
い
て
は
多
く
検
討
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
し
か
し
、
未
だ
太
元
帥
法
と
い

う
法
会
に
は
未
解
明
な
部
分
も
多
い
。
太
元
帥
法
は
正
月
に
勤
修
さ
れ
る
国
家
的
修

法
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
臨
時
で
も
勤
修
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
多
く

の
先
行
研
究
は
主
に
正
月
の
恒
例
修
法
を
着
眼
点
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
臨
時
の
修

法
に
つ
い
て
は
指
摘
が
少
な
く
、
井
原
今
朝
男
氏
が
文
永
寺
の
例
を
指
摘
し
、
佐
藤

長
門
氏
が
太
元
帥
法
の
勤
修
例
の
中
で
臨
時
の
勤
修
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
の
み
で

あ
る（

（
（

。つ
ま
り
臨
時
の
太
元
帥
法
そ
の
も
の
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
は
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
臨
時
の
太
元
帥
法
に
注
目
す
る
こ
と
で
常
暁
か
ら
始
ま
っ
た
太
元
帥
法
に

対
す
る
人
々
か
ら
の
認
識
に
変
化
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
本
稿

で
は
臨
時
の
太
元
帥
法
を
中
心
に
据
え
て
言
及
し
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
に
お
け
る
恒
例
の
太
元
帥
法
と
は
正
月
八
日
よ
り
勤
修
さ
れ
る
修
法

を
指
し
、
臨
時
の
太
元
帥
法
と
は
正
月
八
日
以
外
の
日
付
で
勤
修
さ
れ
る
修
法
を
指

す
。
但
し
、
恒
例
の
太
元
帥
法
は
延
引
さ
れ
る
場
合
も
し
ば
し
ば
あ
り
、
正
月
八
日

に
勤
修
さ
れ
て
は
い
な
い
年
も
あ
る
。
し
か
し
、
正
月
の
恒
例
修
法
が
延
引
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
修
法
は
本
稿
に
お
い
て
は
恒
例
の
太
元
帥
法
と
み
な
す
こ
と
に
し
た

い
。

　
　
　

第
一
章　

恒
例
と
臨
時
の
太
元
帥
法

　
　
　
　

第
一
節　

恒
例
の
太
元
帥
法

　

臨
時
の
太
元
帥
法
を
検
討
す
る
前
に
恒
例
の
太
元
帥
法
の
歴
史
に
つ
い
て
概
略
す

る
。
太
元
帥
法
は
正
月
八
日
か
ら
正
月
十
四
日
の
七
日
間
勤
修
さ
れ
、
仁
寿
元
年

（
八
五
一
）
に
後
七
日
御
修
法
に
准
ず
る
旨
が
宣
下
さ
れ
た（

（
（

。
平
安
時
代
の
太
元
帥

法
勤
修
に
つ
い
て
の
記
録
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
太
元
帥
法

勤
修
に
つ
い
て
の
記
録
は
増
加
し
、
鎌
倉
中
期
以
降
は
毎
年
ほ
ぼ
途
切
れ
る
こ
と
な

く
太
元
帥
法
勤
修
に
関
す
る
記
録
が
残
っ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
鎌
倉
期
成
立
の
『
太
元
帥

法
秘
鈔（

（
（

』
の
「
別
当
次
第
事
」
に
よ
り
太
元
別
当
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
相
承
さ
れ

て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
平
安
期
・
鎌
倉
期
・
南
北
朝
期
・
室
町
期
・
安

土
桃
山
期
・
江
戸
期
の
各
時
代
ご
と
に
勤
修
の
状
況
を
詳
し
く
み
て
い
く
。

　

平
安
期
は
他
の
時
代
に
比
べ
て
、
恒
例
の
太
元
帥
法
で
は
な
い
、
臨
時
の
太
元
帥

法
が
確
認
さ
れ
る
年
が
多
く
あ
る
。
臨
時
に
行
わ
れ
る
理
由
は
天
災
や
人
災
を
平
定

す
る
た
め
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
太
元
帥
法
が
国
家
を
護
る
修
法
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
臨
時
に
太
元
帥
法
が
勤
修
さ
れ
る
一
方
で
、

『
東
寺
長
者
補
任
』
よ
り
歴
代
の
太
元
別
当
が
恒
例
の
太
元
帥
法
を
勤
修
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
太
元
帥
法
が
仁
寿
元
年
に
後
七
日
御
修
法
に
准
じ

る
修
法
と
し
て
宣
下
さ
れ
る
以
前
に
常
暁
が
恒
例
の
太
元
帥
法
を
勤
修
し
て
い
る（

（
（

こ
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と
か
ら
も
、
平
安
期
に
お
い
て
も
恒
例
の
太
元
帥
法
が
勤
修
さ
れ
て
い
た
と
推
測
す

る
。
臨
時
の
太
元
帥
法
の
詳
し
い
検
討
は
次
節
に
お
い
て
行
う
た
め
、
本
節
で
は
割

愛
す
る
。

　

鎌
倉
期
に
な
る
と
恒
例
の
太
元
帥
法
の
記
事
は
増
加
し
、
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）

か
ら
ほ
ぼ
途
切
れ
る
こ
と
な
く
勤
修
の
記
載
が
あ
る
。さ
ら
に
承
久
の
乱
の
際
に
は
、

四
十
五
代
太
元
別
当
蔵
有
に
よ
っ
て
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
六
月
二
日
に
法
琳
寺

に
お
い
て
臨
時
で
太
元
帥
法
が
勤
修
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
期
の

恒
例
の
太
元
帥
法
は
毎
年
つ
つ
が
な
く
勤
修
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

　

南
北
朝
期
に
お
い
て
は
皇
統
が
南
朝
と
北
朝
に
分
か
れ
た
が
、
太
元
帥
法
は
毎
年

の
よ
う
に
勤
修
さ
れ
て
い
た（

（
（

。
但
し
、
太
元
帥
法
が
勤
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
の
は
北
朝
の
み
で
あ
り（

（1
（

、
南
朝
に
お
い
て
勤
修
さ
れ
た
か
は
現
状
不
明
で
あ

る
。
ま
た
、
北
朝
に
お
い
て
勤
修
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
式
日
の
正
月
八
日
か
ら

十
四
日
で
は
な
い
日
程
で
勤
修
さ
れ
た
年
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
年
と
は
、
文
和

元
年
（
一
三
五
二
）・
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）・
延
文
元
年
（
一
三
五
六
）・
延
文

二
年
（
一
三
五
七
）・
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）・
貞
治
元
年
（
一
三
六
二
）
で
あ

る（
（（
（

。
式
日
に
勤
修
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
恒
例
の
太
元
帥
法
は
勤
修
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
太
元
帥
法
は
仁
寿
元
年
に
後
七
日
御
修
法
に
准
ず
る
宣
下
が
な
さ
れ
た

こ
と
は
前
述
し
た
が
、
後
七
日
御
修
法
は
勤
修
さ
れ
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
太

元
帥
法
の
み
が
勤
修
さ
れ
た
年
も
あ
る
。
そ
れ
は
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）・
貞
治

六
年
（
一
三
六
七
）・
応
安
二
年
（
一
三
六
九
）
で
あ
る
。
延
引
さ
れ
て
も
代
わ
り

の
日
を
も
っ
て
勤
修
さ
れ
た
こ
と
、
後
七
日
御
修
法
が
勤
修
さ
れ
て
い
な
い
に
も
関

わ
ら
ず
太
元
帥
法
は
勤
修
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
太
元
帥
法
は
護
国
の
法
会
と
し
て
動

乱
期
に
お
い
て
も
変
わ
ら
ず
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

室
町
期
に
太
元
帥
法
は
一
つ
の
転
換
点
を
迎
え
る
。
そ
れ
は
文
明
三
年

（
一
四
七
一
）
か
ら
太
元
護
摩
と
な
り
法
会
の
規
模
を
縮
小
し
た
こ
と
で
あ
る
。
な

お
永
村
氏
は
太
元
帥
法
を「
大
法
」、略
式
の
太
元
帥
法
で
あ
る
太
元
護
摩
を「
小
法
」

と
区
別
し
て
い
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
「
小
法
」
は
当
該
期
の
史
料
上
の
表
現
を

用
い
て
「
太
元
護
摩
」
と
表
記
し
た
い（

（1
（

。
大
法
か
ら
太
元
護
摩
に
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
『
醍
醐
宗
典
僧
正
記
』
に
お
い
て
も
「
文
明
三
年
卯
、
太
元
護
摩
正
月
八
日

延
引
、
二
月
十
三
日
ヨ
リ
開
白
、
十
九
日
結
願
、
阿
サ
リ
公
厳
念
誦
、
伴
僧
モ
无
之
也
、

此
年
ヨ
リ
太
元
護
摩
ニ
成
始
也
」
と
あ
る（
（1
（

よ
う
に
、
文
明
三
年
以
降
は
太
元
護
摩
が
多

く
修
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
法
が
太
元
護
摩
に
変
更
さ
れ
た
要
因
と
し
て
は
、

『
続
史
愚
抄
』
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
正
月
八
日
条
に
「
於
南
殿
代
室
町
殿

宸
殿
、
被
始
行

太
元
護
摩
、
雖
可
為
大
法
、
料
足
不
事

行
故
也
、
護
摩
者
小
法
、
」
と
あ
り（
（1
（

、
大
法
と
し
て
勤
修
し
た
い
が
法
会
に
必
要

な
「
料
足
」
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
や
む
を
得
ず
太
元
護
摩
で
勤
修
し
た
こ
と
が

分
か
る
。
そ
の
後
の
応
仁
の
乱
以
降
も
太
元
帥
法
は
略
式
で
あ
る
太
元
護
摩
で
勤
修

さ
れ
た
。
但
し
文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）
に
は
大
法
と
し
て
再
興
さ
れ
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
が（

（1
（

、
そ
の
翌
年
に
は
再
び
太
元
護
摩
に
戻
さ
れ
て
勤
修
さ
れ
た（
（1
（

。
こ
れ
は

文
亀
三
年
に
再
興
さ
れ
た
時
は
後
柏
原
院
の
意
向
が
強
く
出
て
い
た
た
め（

（1
（

大
法
と
し

て
勤
修
で
き
た
が
、
翌
年
は
「
今
年
又
不
事
行（

（1
（

」
の
た
め
太
元
護
摩
に
戻
さ
れ
た
と

考
え
る
。

　

安
土
桃
山
期
に
お
い
て
も
引
き
続
き
太
元
護
摩
が
続
け
ら
れ
た
。
但
し
天
正
二
年

（
一
五
七
四
）
に
は
大
法
と
し
て
太
元
帥
法
が
勤
修
さ
れ
た
が（

（1
（

、
こ
れ
は
時
の
天
皇

で
あ
る
正
親
町
天
皇
の
意
向
や
江
戸
期
の
大
法
勤
修
事
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
代

始
の
た
め
に
大
法
と
し
て
勤
修
さ
れ
た
と
考
え
る
。
そ
の
後
も
太
元
護
摩
と
し
て
勤

修
さ
れ
て
い
る
年
が
多
い
た
め
、
こ
の
時
代
の
太
元
帥
法
は
太
元
護
摩
と
し
て
勤
修

さ
れ
る
こ
と
が
常
と
化
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
つ
ま
り
太
元
帥
法
が

太
元
護
摩
と
い
う
形
で
あ
っ
た
と
し
て
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
勤
修
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
、
太
元
帥
法
の
護
国
の
機
能
を
期
待
し
、
戦
国
の
世
を
い
ち
早
く
終
息
さ
せ
た
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い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

江
戸
期
に
お
い
て
も
基
本
的
に
は
太
元
護
摩
が
勤
修
さ
れ
た
が
、
元
和
元
年

（
一
六
一
五
）
に
は
大
法
と
し
て
勤
修
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
天
皇
の
代

始
の
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
要
す
る
に
江
戸
期
の
太
元
帥
法
は
文
明
三
年
か
ら
始

ま
っ
た
太
元
護
摩
を
主
流
に
し
つ
つ
も
、
時
折
必
要
に
応
じ
て
大
法
を
行
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。

　
　
　
　

第
二
節　

臨
時
の
太
元
帥
法

　

本
節
で
は
正
月
以
外
に
勤
修
さ
れ
た
臨
時
の
太
元
帥
法
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
ま

ず
初
め
に
〔
表
１
〕
臨
時
の
太
元
帥
法
勤
修
事
例
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

日
本
に
お
い
て
太
元
帥
法
が
初
め
て
勤
修
さ
れ
た
の
は
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
で

あ
る
が
、
臨
時
修
法
の
初
見
と
し
て
は
斉
衡
三
年
（
八
五
六
）
三
月
頃
に
神
泉
苑
で

修
さ
れ
た
雨
乞
い
の
た
め
の
太
元
帥
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。
初
代
太
元
別
当
で
あ
る
常

暁
が
雨
が
降
ら
ず
旱
魃
が
起
き
た
た
め
に
、
宣
旨
を
蒙
り
神
泉
苑
の
池
の
辺
り
で
太

元
帥
法
を
勤
修
し
た
と
こ
ろ
、
白
幡
を
加
え
た
龍
が
現
れ
た
ち
ま
ち
甘
雨
が
降
り
、

五
穀
を
潤
し
た
と
い
う
（『
太
元
帥
法
秘
鈔
』「
霊
験
事
」）。
次
に
臨
時
の
太
元
帥
法

が
修
さ
れ
た
の
は
承
平
六
年
（
九
三
六
）
三
月
五
日
で
あ
る
。『
日
本
紀
略
』
同
日

条
に
は
「
小
栗
栖
泰
舜
法
師
、
於
豊
楽
院
、
率
番
僧
、
修
大
元
法
、
為
消
海
賊
也
」

と
あ
り（

1（
（

、
七
代
太
元
別
当
泰
舜
が
海
賊
を
退
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
勤
修
し
て
い

る
。
さ
ら
に
同
月
十
二
日
に
も
海
賊
を
退
け
る
た
め
に
太
元
帥
法
が
勤
修
さ
れ
て
い

る
。
基
本
的
に
太
元
帥
法
は
七
日
間
か
け
て
行
わ
れ
る
修
法
で
あ
る
た
め
、
三
月
五

日
に
勤
修
さ
れ
て
、
十
一
日
に
結
願
し
た
後
、
追
加
で
勤
修
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
泰
舜
は
平
将
門
を
調
伏
す
る
た
め
に
も
臨
時
の
太
元
帥
法
を
勤
修
し
て

い
る
。『
法
琳
寺
別
当
補
任（

11
（

』
に
は
「
天
慶
三
年
、
自
正
月
十
四
日
、
於
法
琳
寺
、

一
七
箇
日
、
被
始
行
太
元
法
、
是
為
将
門
降
伏
也
、
助
修
廿
人
也
、
前
後
合
二
七
个

日
也
」
と
記
さ
れ
る
。
恒
例
の
太
元
帥
法
が
結
願
し
て
す
ぐ
の
勤
修
と
考
え
ら
れ
、

同
年
二
月
に
も
平
将
門
を
調
伏
す
る
た
め
に
太
元
帥
法
を
勤
修
し
て
い
る（

11
（

。
泰
舜
は

同
年
八
月
に
も
「
南
海
賊（

11
（

」
を
調
伏
す
る
た
め
に
臨
時
の
太
元
帥
法
を
法
琳
寺
に
て

勤
修
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
泰
舜
は
海
賊
難
や
平
将
門
を
調
伏
す
る
た
め
に
臨

時
の
太
元
帥
法
を
修
し
て
い
る
が
、
泰
舜
以
降
も
賊
難
や
合
戦
の
平
定
の
た
め
に
太

元
帥
法
は
修
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
〔
表
１
〕
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
と
養
和
元
年

（
一
一
八
一
）
の
勤
修
に
関
す
る
記
事
が
『
玉
葉
』
か
ら
確
認
で
き
る
。
な
お
、
治

承
五
年
七
月
十
四
日
に
改
元
が
な
さ
れ
養
和
と
な
っ
た
。

　

治
承
五
年
六
月
二
十
日
条

　
　

�

天
晴
、
蔵
人
左
衛
門
権
佐
光
長
、
為
院
御
使
来
云
、
当
時
太
元
阿
闍
梨
勝
遍
也

尊
実　

弟
子
、
而
去
年
園
城
寺
乱
之
時
、
為
鎮
其
事
、
五
月
廿
七
日
欲
被
始
行
件
法
之
間
、

遮
廿
五
日
凶
徒
被
伐
平
了
、
雖
然
、
為
銷
余
殃
、
猶
被
始
行
之
処
、
其
後
天
下

弥
騒
動
、
忽
有
遷
都
、
又
東
西
謀
反
、
于
今
不
被
遂
征
伐
、
已
如
無
法
験
、
仍

近
日
為
平
東
国
、
可
被
始
此
法
之
処
、
勝
遍
不
快
、
可
被
改
他
人
之
由
、
被
仰

合
仁（

守
覚
カ
（

和
寺
宮
之
処
、
其
師
尊
実
如
元
可
修
之
由
、
被
計
申
両
度
勤
仕
、
賢
覚

法
眼
之
例
也
、

　

養
和
元
年
（
治
承
五
年
）
七
月
二
十
三
日
条

　
　

�
朝
間
天
晴
、
其
後
雨
、
如
日
来
、
今
暁
被
結
願
太
元
法
二
七
ケ
日
勒
（
勤
カ
（修

云
々
、

実
厳
来
、
語
供
料
不
法
、
凡
無
物
於
取
喩
云
々
、
護
摩
壇
二
壇
、
聖
天
近
例
、
行
太

元
法
之
人
、

不
修
聖
天
壇
、
上
古
修
之
、

仍
今
度
所
修
也
云
々
、

十
二
天
等
有
之
、
伴
僧
廿
口
恒
例
十
四
口
天
慶

廿
口
其
例
云
々
、

　

治
承
四
年
に
起
こ
っ
た
「
園
城
寺
乱（
11
（

」
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
、
五
月
二
十
七
日
に
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〔表１〕臨時の太元帥法勤修事例

年月日 勤修理由 道場 典拠

（ 斉衡３年（（（（）３月頃 請雨 神泉苑 『太元帥法秘鈔』

（ 承平６年（（（（）３月５日 海賊難 豊楽院 『日本紀略』

（ 同年３月（（日 海賊難 治部省 『日本紀略』

（ 天慶３年（（（0）正月（（日 平将門調伏 法琳寺 『法琳寺別当補任』

（ 同年２月（（日 平将門調伏 大膳職 「太元法臨時勤行先例注記」

（ 同年８月（（日 南海賊難 法琳寺 『日本紀略』

（ 天暦５年（（（（）４月（（日 天変怪異 『太元帥法秘鈔』

（ 康保４年（（（（）（0月２日 天変 法琳寺 『太元秘記』

（ 安和２年（（（（）４月（（日 兵賊 法琳寺 『太元秘記』

（0 長徳２年（（（（）４月１日 藤原伊周私に修す 『日本紀略』

（（ 保延元年（（（（（）９月（（日 『醍醐寺新要録』理性院篇

（（ 治承４年（（（（0）５月（（日 源平合戦か 『玉葉』

（（ 養和元年（（（（（）７月８日 源平合戦か 『玉葉』

（（ 承久３年（（（（（）６月２日 承久の乱 法琳寺 『太元秘記』

（（ 弘安４年（（（（（）６月（（日 外寇 法琳寺 『続史愚抄』

（（ 嘉暦元年（（（（（）（（月９日 『続史愚抄』

（（ 天文６年（（（（（）５月６日 祈祷 『お湯殿の上の日記』

（（ 文禄２年（（（（（）正月（（日 文禄・慶長の役 理性院 「太元御修法調伏護摩」

（（ 文禄３年（（（（（）正月（（日 文禄・慶長の役か 理性院 「太元法修法記」

（0 文禄４年（（（（（）正月 文禄・慶長の役か 理性院 「太元法修法記」

（（ 文禄５年（（（（（）正月（0日 文禄・慶長の役か 理性院か 『義演准后日記』

（（ 慶長２年（（（（（）正月（（日 文禄・慶長の役か 理性院か 『義演准后日記』

（（ 慶長３年（（（（（）正月（0日 文禄・慶長の役か 理性院 『義演准后日記』

（（ 同年７月７日 祈祷 禁中 『義演准后日記』

（（ 同年７月（（日 豊臣秀吉病気平癒 禁中 『義演准后日記』

（（ 慶長４年（（（（（）正月（（日 理性院 『義演准后日記』

（（ 慶長５年（（（00）２月１日 祈祷 理性院 『義演准后日記』

（（ 慶長（（年（（（（0）（0月（（日 理性院 『義演准后日記』

（（ 慶長（（年（（（（（）（（月２日 理性院 『義演准后日記』

註：�典拠の出典は以下の通り。『太元帥法秘鈔』・『太元秘記』（東京大学史料編纂所蔵）。『法琳寺別当補任』
（『続群書類従』）。『日本紀略』・『続史愚抄』（『国史大系』）。『お湯殿の上の日記』（『続群書類従・補遺三』）。
「太元御修法調伏護摩」（『信濃史料』（（巻）。「太元法修法記」（『醍醐寺文書聖教』（（（函２号）。「太元
法臨時勤行先例注記」（『醍醐寺文書聖教』（（0函（（号）。
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後
白
河
院
か
ら
太
元
帥
法
の
始
行
を
命
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
先
立
つ
二
十
五

日
に
凶
徒
が
「
伐
平
」
さ
れ
た
。
し
か
し
、
余
殃
が
あ
っ
た
た
め
、
当
時
太
元
別
当

を
務
め
て
い
た
勝
遍
に
よ
っ
て
太
元
帥
法
が
始
行
さ
れ
た
が
、天
下
は
ま
す
ま
す「
騒

動
」
す
る
な
ど
「
法
験
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
近
日
（
治
承
五

年
）
に
行
わ
れ
る
修
法
で
は
別
の
者
に
勤
修
さ
せ
た
い
と
い
う
こ
と
で
勝
遍
の
師
で

あ
り
、
前
任
の
太
元
別
当
で
あ
っ
た
尊
実
が
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
実
際
は

『
玉
葉
』
の
筆
者
で
あ
る
九
条
兼
実
が
安
祥
寺
実
厳
を
推
挙
し
、
実
厳
が
太
元
別
当

に
補
任
さ
れ
る（

11
（

。
そ
し
て
治
承
五
年
六
月
二
十
日
条
に
見
え
る
「
近
日
為
平
東
国
」

に
勤
修
さ
れ
た
の
が
養
和
元
年
七
月
二
十
三
日
に
結
願
し
た
太
元
帥
法
で
あ
る
と
推

察
す
る
。
こ
の
両
年
の
勤
修
時
期
は
源
平
合
戦
が
始
ま
っ
た
直
後
で
あ
る
た
め
、
合

戦
を
平
定
す
る
目
的
で
勤
仕
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る（

11
（

。
平
将
門
と
源
平
合

戦
は
日
本
国
内
の
戦
で
あ
る
が
、
国
外
と
の
合
戦
を
平
定
す
る
目
的
で
も
勤
修
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
『
続
史
愚
抄
』
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
六
月
十
三
日
条
に
は
「
為
異
国
御
祈
、

被
修
孔
雀
経
法
于
大
聖
院
、
阿
闍
梨
仁
和
寺
准
后
法
助
、
太
元
法
于
法
琳
寺
、
阿
闍

梨
権
大
僧
都
寛
伊
」
と
あ
り
、
異
国
に
対
し
て
孔
雀
経
法
と
太
元
帥
法
が
勤
修
さ
れ

て
お
り
、
同
月
十
九
日
に
太
元
帥
法
は
結
願
し
て
い
る
。
こ
の
「
異
国
御
祈
」
の
「
異

国
」
と
は
元
寇
を
指
し
て
お
り
、
数
あ
る
法
会
の
中
で
太
元
帥
法
が
選
択
さ
れ
た
の

は
、
同
法
が
護
国
を
も
た
ら
す
修
法
と
期
待
さ
れ
た
た
め
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
臨
時
の
太
元
帥
法
は
合
戦
を
平
定
す
る
目
的
以
外
に
も
勤
修
さ
れ
た
。
そ

れ
は
天
変
怪
異
が
起
こ
っ
た
時
で
あ
る
。
天
暦
五
年
（
九
五
一
）
と
康
保
四
年

（
九
六
七
）
に
は
天
変
怪
異
に
対
し
て
太
元
帥
法
が
勤
修
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の

太
元
別
当
は
九
代
円
照
で
あ
り
、『
太
元
帥
法
秘
鈔
』
及
び
『
法
琳
寺
別
当
補
任
』

に
臨
時
の
太
元
帥
法
の
記
載
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
「
天
変
怪
異（

11
（

」
と
あ
る
の
み

で
、
出
仕
者
等
の
具
体
的
な
勤
修
は
判
然
と
し
な
い
。

　

こ
の
他
に
文
禄
・
慶
長
年
間
に
臨
時
の
太
元
師
法
の
勤
修
が
確
認
で
き
る
が
、
他

の
も
の
と
は
性
格
が
異
な
る
た
め
、
次
章
に
お
い
て
改
め
て
検
討
を
行
い
た
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
臨
時
の
太
元
帥
法
は
、
そ
の
目
的
の
多
く
が
賊
難
調
伏
や
合
戦
の

平
定
、
天
変
怪
異
の
国
難
に
際
し
て
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
太
元
帥

法
と
い
う
修
法
は
宝
寿
無
窮
・
鎮
護
国
家
の
た
め
に
修
さ
れ
、
天
皇
及
び
国
家
の
た

め
に
行
わ
れ
る
修
法
で
あ
る
。
毎
年
正
月
八
日
よ
り
行
わ
れ
る
恒
例
の
太
元
帥
法
は

そ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
臨
時
の
太
元
帥
法
で

も
同
様
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。
臨
時
の
太
元
帥
法
が
勤
修
さ
れ
て
い
る
の
は
国
家
を

脅
か
す
騒
動
が
あ
っ
た
際
で
あ
り
、
太
元
帥
法
の
本
尊
で
あ
る
太
元
帥
明
王
の
効
験

が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

第
二
章　

臨
時
の
太
元
帥
法
の
実
態

　
　
　
　

第
一
節　

文
永
寺
と
太
元
帥
法

　

本
章
で
は
さ
ら
に
特
徴
的
な
臨
時
の
太
元
帥
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
が
、
ま
ず

は
地
方
寺
院
や
個
人
と
の
太
元
帥
法
の
関
わ
り
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
そ
の
事

例
と
し
て
信
濃
国
文
永
寺
を
取
り
上
げ
た
い
。
文
永
寺
は
現
在
長
野
県
飯
田
市
下
久

堅
南
原
に
あ
る
真
言
宗
寺
院
で
、
山
号
を
南
原
山
と
い
う
。『
文
永
寺
史（

11
（

』
に
よ
る

と
文
永
寺
の
草
創
は
文
永
の
頃
、
隆
豪
阿
闍
梨
が
南
原
の
地
に
草
庵
を
結
び
、
顕
密

の
法
を
修
め
て
い
た
。
こ
の
時
、
伊
那
の
地
に
疫
病
が
蔓
延
し
万
民
が
苦
し
ん
で
い

た
と
こ
ろ
、
亀
山
天
皇
が
勅
許
を
下
し
て
南
原
山
を
開
基
し
、
一
宇
の
寺
を
草
創
さ

れ
て
隆
豪
を
開
山
と
な
し
、
当
時
の
年
号
を
以
っ
て
寺
号
と
し
た
と
あ
る
。
本
寺
の

本
尊
は
太
元
帥
明
王
の
画
像
で
あ
る
。
こ
れ
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
り
、
寺
の
縁
起
が

伝
え
る
よ
う
に
創
立
以
来
、
太
元
帥
明
王
が
本
尊
で
あ
っ
た
か
は
疑
問
が
残
る
と
さ
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れ
る
。

　

文
永
寺
と
太
元
帥
法
に
関
し
て
は
井
原
今
朝
男
氏
が
「
民
衆
統
合
儀
礼
と
し
て
の

太
元
帥
法（

11
（

」
に
お
い
て
、
本
来
宮
中
で
勤
修
さ
れ
る
修
法
の
太
元
帥
法
が
地
方
寺
院

で
あ
る
文
永
寺
に
お
い
て
勤
修
さ
れ
た
こ
と
を
言
及
し
て
い
る
。
氏
は
文
永
寺
に
お

け
る
太
元
堂
の
存
在
か
ら
、
太
元
帥
法
が
地
方
寺
院
に
お
い
て
勤
修
さ
れ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
未
だ
そ
の
実
態
は
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
。
そ
こ
で
本
節
で
は
文
永
寺
僧
と
太
元
帥
法
の
関
わ
り
お
よ
び
文
永
寺
太
元
堂

に
お
け
る
勤
修
の
実
態
を
再
検
討
し
た
い
。

　

文
永
寺
僧
と
太
元
帥
法
の
関
わ
り
と
し
て
ま
ず
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
正
月

八
日
に
宮
中
で
勤
修
さ
れ
る
恒
例
の
太
元
帥
法
へ
の
伴
僧
と
し
て
の
出
仕
で
あ
る
。

文
永
寺
第
十
世
の
宗
然
が
恒
例
の
太
元
帥
法
に
勤
仕
し
て
い
る
例
が『
厳
助
往
年
記
』

に
散
見
さ
れ
る
が
、
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
か
ら
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
ま

で
欠
け
る
こ
と
な
く
参
勤
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
恒
例
の
太
元
帥
法
は
規
模
が
縮

小
さ
れ
て
い
る
太
元
護
摩
で
の
勤
仕
で
あ
り
、
伴
僧
も
大
法
で
は
十
五
人
前
後
で

あ
っ
た
人
数
が
太
元
護
摩
で
は
二
・
三
人
前
後
で
あ
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
た（

1（
（

。
そ
の

わ
ず
か
な
伴
僧
の
中
に
宗
然
が
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
で
き
よ
う
。
ま
た
井
原

氏
に
よ
り
、
宗
然
の
他
に
同
じ
文
永
寺
僧
で
あ
る
宗
詢
・
仙
耀
・
宗
信
・
厳
詢
が
恒

例
の
太
元
帥
法
の
伴
僧
を
勤
め
て
お
り
、
年
号
と
し
て
は
寛
正
年
間
か
ら
天
正
年
間

に
か
け
て
の
出
仕
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
宮
中
の
恒
例
修
法
へ
の
参

仕
に
よ
り
、文
永
寺
僧
が
太
元
帥
法
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

で
は
次
に
井
原
氏
が
指
摘
し
て
い
る
文
永
寺
に
お
け
る
太
元
帥
法
勤
修
の
実
態
を

再
度
検
討
し
た
い
。
氏
は
文
永
寺
僧
が
宮
中
の
太
元
師
法
に
伴
僧
と
し
て
勤
仕
し
、

さ
ら
に
は
「
後
花
園
天
皇
女
房
奉
書（

11
（

」
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
天
皇
に
よ
っ
て
太
元

堂
が
文
永
寺
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
を
根
拠
に
文
永
寺
に
お
い
て
太
元
師
法
が
修
さ
れ

た
と
す
る
。
し
か
し
、
文
永
寺
太
元
堂
に
お
け
る
勤
修
を
示
す
直
接
的
な
史
料
は
管

見
の
限
り
確
認
で
き
な
い
。
文
永
寺
の
太
元
帥
法
と
の
関
わ
り
の
始
ま
り
は
宗
詢
の

頃
と
考
え
ら
れ
、
室
町
前
期
頃
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
室
町
期
の
恒
例
の
太
元
帥
法

や
文
永
寺
周
辺
の
状
勢
と
太
元
別
当
勤
仕
の
有
無
・
伴
僧
の
人
数
・
大
壇
等
の
準
備

の
観
点
か
ら
文
永
寺
太
元
堂
で
の
勤
修
の
可
能
性
を
推
測
し
た
い
。
ま
ず
は
太
元
別

当
勤
仕
の
有
無
で
あ
る
。
文
永
寺
太
元
堂
は
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
に
建
立
さ

れ（
11
（

、
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
に
武
田
信
玄
に
よ
っ
て
焼
失
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
『
厳
助
往
年
記
』
天
文
二
十
三
年
八
月
十
五
日
条
に
見
え
、「
信
州
文

永
寺
、
其
外
知
久
郷
悉
放
火
、
自
甲
州
乱
入
云
々
」
と
あ
り
、
文
永
寺
は
知
久
郷
も

ろ
と
も
悉
く
放
火
さ
れ
た
。
太
元
堂
が
建
立
さ
れ
て
か
ら
焼
失
す
る
ま
で
の
約

一
〇
〇
年
間
、
そ
の
時
々
の
太
元
別
当
が
信
州
へ
太
元
帥
法
勤
修
の
た
め
に
下
向
し

た
と
い
う
記
録
は
見
ら
れ
ず
、
太
元
別
当
の
参
勤
は
確
認
で
き
な
い
。

　

次
に
伴
僧
の
人
数
で
あ
る
が
、
文
永
寺
僧
が
宮
中
の
太
元
帥
法
へ
の
参
勤
が
確
認

で
き
る
の
は
寛
正
か
ら
天
正
年
間
に
か
け
て
で
あ
る
た
め
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
太
元

護
摩
と
し
て
の
太
元
帥
法
へ
の
勤
仕
で
あ
る
。
そ
し
て
前
述
し
た
通
り
、
太
元
帥
法

は
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
か
ら
規
模
を
縮
小
さ
れ
て
い
た
太
元
護
摩
で
の
勤
修
で

あ
り
、
宮
中
で
の
恒
例
修
法
の
伴
僧
は
基
本
的
に
二
・
三
人
、
ま
た
は
伴
僧
無
し
と

い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
中
央
に
お
い
て
も
略
式
で
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
地
方
寺
院
で
あ
る
文
永
寺
に
お
け
る
開
催
や
伴
僧
の
出
仕
は
難
し
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

　

最
後
に
大
壇
等
の
準
備
で
あ
る
が
、
太
元
師
法
の
大
壇
に
は
「
八
方
弓
箭
八
ケ
ヲ

ツ
ル
シ
内
シ
テ
置
之
、
八
ノ
間
ニ
置
刀
也
、
四
角
三
重
立
瓶
、
又
外
四
方
弓
箭
大
刀

棒
鉄
杖
戟
等
置
之
、
大
刀
・
弓
箭
各
百
」（『
太
元
帥
法
秘
鈔
』「
内
壇
場
荘
厳
事
」

よ
り
抜
粋
）
が
配
置
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
『
太
元
帥
法
秘
鈔
』
の
「
支

度
事
」
に
は
次
の
よ
う
な
大
壇
や
息
災
・
調
伏
両
護
摩
壇
の
香
薬
等
の
注
進
が
記
さ

れ
て
い
る
。
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注
進　

太
元
明
王
御
修
法
五
宝
香
薬
等
事

　
　
　

蘇
三
両　

蜜
三
合

　
　

一　

大
壇
料　

名
香
白
檀
香

　
　
　

五
宝　

金　

銀　

瑠
璃　

真
珠　

琥
珀

　
　
　

五
香　

鬱
金　

蘇
合　

白
檀　

丁
子　

白
膠

　
　
　

五
薬　

天
門
冬　

呵
梨
勒　

桂
心　

地
黄　

苟
杷

　
　

一　

息
災
護
摩
壇
料

　
　
　
　

名
香
沈
香

　
　
　

五
宝　

金　

銀　

瑠
璃　

真
珠　

琥
珀

　
　
　

五
香　

沈
水　

薫
陸　

龍
腦　

丁
子　

白
檀

　
　
　

五
薬　

人
参　

黄
精
根　

檳
榔
子　

桂
心　

甘
草

　
　
　
　

焼
料
薬
種　

呵
梨
勒　

遠
志　

地
黄

　
　

一　

調
伏
護
摩
壇
料

　
　
　
　

名
香　
安
息
香

　
　
　

五
宝　

金　

銀　

瑠
璃　

真
珠　

琥
珀

　
　
　

五
香　

龍
腦　

鬱
金　

麝
香　

白
檀　

甲
香

　
　
　

五
薬　

巴
豆　

鬼
臼　

伏
苓　

鬼
箭　

石
菖
蒲

　
　
　
　

焼
料
薬
種　

鐡
末　

附
子　

射
干

　

右
香
薬
等
注
進
如
此
、
於
自
余
物
者
、
被
載
永

　

宣
旨
状
、
仍
重
不
注
進
之
状
如
件
、

　
　
　

保
延
元
年
十
二
月
廿
六
日　

阿
闍
梨
大
法
師
賢
覚

　

つ
ま
り
太
元
帥
法
の
大
壇
を
準
備
し
た
場
合
、
多
く
の
武
器
や
香
薬
が
必
要
と
な

る
。
こ
れ
ら
を
一
地
方
寺
院
で
あ
る
文
永
寺
が
用
意
す
る
の
は
経
済
的
に
も
厳
し
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
時
、
宮
中
に
お
け
る
正
月
の
恒
例
の
太
元
帥
法
で
さ
え

経
済
的
支
援
が
な
け
れ
ば
勤
修
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
事
例
と
し
て
『
厳
助
往
年

記
』
天
文
十
七
年
十
二
月
条
の
「
従
公
方
為
太
元
法
供
料
、
千
疋
可
被
相
付
之
由
被

仰
出
、
尤
忝
思
召
者
也
、
則
其
趣
禁
裏
江
被
申
入
云
々
、
尤
神
妙
ニ
被
思
召
之
由
、

勅
答
云
々
、
其
後
、
以
山
科
御
方
御
地
子
銭
、
厳
重
被
相
付
了
」
と
い
う
記
述
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
公
方
」
は
足
利
義
輝
で
あ
り
、
義
輝
の
命
令
に
よ
り
太
元

帥
法
の
供
料
が
納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
中
央
で
も
太
元
帥
法
の
勤
修
が

本
来
の
形
で
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
て
も
、
文
永
寺
で
大
壇
や

そ
の
他
道
具
を
誂
え
る
の
は
至
難
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

以
上
、
文
永
寺
太
元
堂
で
の
太
元
帥
法
実
施
の
有
無
を
三
つ
の
観
点
か
ら
検
討
し

た
が
、
井
原
氏
の
指
摘
す
る
文
永
寺
で
の
太
元
帥
法
の
可
能
性
は
低
く
、
も
し
勤
修

さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
規
模
は
極
め
て
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

　
　
　
　

第
二
節　

毛
利
輝
元
を
施
主
と
す
る
太
元
帥
法

　

次
に
臨
時
の
太
元
帥
法
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
人
物
と
し
て
注
目
し
た
い
の
が

毛
利
輝
元
〔
天
文
二
十
二
（
一
五
五
三
）
～
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）〕
で
あ
る
。

輝
元
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
前
に
、
戦
国
武
将
と
太
元
帥
法
と
関
わ
り
に
つ
い
て
も

触
れ
て
お
き
た
い
。
実
は
織
田
信
長
と
足
利
義
昭
も
太
元
帥
法
に
関
わ
り
が
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
織
田
信
長
は
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
正
親
町
天
皇
と
と

も
に
太
元
帥
明
王
の
画
像
を
新
造
し
、
拝
見
し
て
い
る（

11
（

。
ま
た
、
足
利
義
昭
は
『
お

湯
殿
の
上
の
日
記
』
永
禄
十
三
年
（
一
五
七
〇
）
正
月
十
九
日
条
に
「
太
け（

元
（ん
の

ほ（
本
尊
（

そ
ん
を
ふ（
武
家
（け
御
お（

拝

（

か
み
あ（

有

難

（

り
た
き
と
て

（
し
脱
カ
（

、
り（

理

性

院

（

や
う
ゐ
ん
ち（
馳
参
（

さ
ん
、
や
か
て
か（
帰
（へ
り

ま
い
る
」
と
あ
り
、
武
家
で
あ
る
義
昭
が
太
元
師
法
の
本
尊
で
あ
る
太
元
帥
明
王
を

拝
見
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
る
。
織
田
信
長
と
足
利
義
昭
の
例
よ
り
、
武
家
社
会
に
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太
元
帥
法
が
認
知
さ
れ
始
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
太
元
帥
法
は
前
述
し
た
よ
う

に
数
多
く
の
武
器
を
用
い
て
壇
が
荘
厳
さ
れ
る
。
そ
の
武
器
が
武
力
と
結
び
つ
き
や

す
い
た
め
に
、
織
田
信
長
や
足
利
義
昭
に
よ
っ
て
太
元
帥
明
が
拝
見
さ
れ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
風
潮
の
中
で
毛
利
輝
元
自
身
が
施
主
と
な
り
太
元
帥
法

を
勤
修
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

毛
利
輝
元
を
施
主
と
す
る
太
元
帥
法
は
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
か
ら
慶
長
五
年

（
一
六
〇
〇
）
ま
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る（

11
（

。
そ
の
う
ち
『
義
演
准
后
日
記
』
に

は
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
以
降
の
勤
修
に
関
す
る
記
事
が
み
ら
れ
る（

11
（

。
ま
ず
文
禄

五
年
を
例
に
挙
げ
て
検
討
す
る
と
、
毛
利
輝
元
を
施
主
と
す
る
臨
時
の
太
元
帥
法
は

正
月
二
十
日
の
開
白
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
ん
じ
て
恒
例
の
太
元
帥
法
も
正
月
八
日

か
ら
十
四
日
ま
で
勤
修
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
恒
例
の
勤
修
は
「
昨
日
従
八
日
太

元
法
於
禁
中
懃
仕
、
理
性
院
堯
助
、
但
近
年
護
摩
計
也
」（『
義
演
准
后
日
記
』
文
禄

五
年
正
月
九
日
条
）
と
あ
る
よ
う
に
、
太
元
別
当
で
あ
る
醍
醐
寺
理
性
院
堯
助
に
よ

る
太
元
護
摩
で
の
勤
修
で
あ
り
、
略
式
の
太
元
帥
法
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、『
義
演
准
后
日
記
』
文
禄
五
年
正
月
二
十
日
条
の
毛
利
輝
元
を
施

主
と
す
る
臨
時
の
太
元
帥
法
の
記
述
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　

�

芸
州
毛
利
中
納
言
耀（
輝
（元
為
施
主
、
太
元
大
法
理
性
院
堯
助
僧
正
今
日
開
白
、
此

四
五
ケ
年
已
来
毎
年
執
行
、万
疋
下
行
云

々
、為
平
人
此
大
法
修
行
、其
例
未
聞
歟
、

但
将
軍
御
願
ト
シ
テ
修
行
、
其
例
在
之
歟
、
伴
僧
十
口
、
護
摩
附
弟
公息

災秀
法
印
、

同調

伏宗
然
法
印
、
聖
天
深
宥
律
師
、
十
二
天
慶
順
僧
都
、
神
供
堯
政
ア
サ
リ
、

　

毛
利
輝
元
を
施
主
と
す
る
太
元
帥
法
は
太
元
別
当
の
堯
助
に
よ
り
「
太
元
大
法
」

で
勤
修
さ
れ
、
こ
こ
四
・
五
年
の
間
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。「
平
人
」
と
は
天
皇
・
貴

族
に
対
し
て
の
平
民
を
意
味
を
示
し
、
輝
元
を
指
す
わ
け
だ
が
、「
平
人
」
が
「
太

元
大
法
」
を
勤
修
し
た
例
は
未
だ
聞
か
ず
、「
将
軍（

11
（

」
の
御
願
に
よ
る
勤
修
は
あ
っ

た
と
述
べ
る
。
そ
し
て
伴
僧
の
人
数
は
十
口
と
す
る
が
、『
太
元
帥
法
秘
鈔
』
の
「
請

伴
僧
事
」
の
伴
僧
所
作
で
あ
る
息
災
護
摩
・
調
伏
護
摩
・
聖
天
・
十
二
天
・
神
供
と

合
致
す
る
。
伴
僧
の
人
数
と
伴
僧
所
作
が
大
法
で
勤
修
さ
れ
て
い
た
場
合
と
合
致
す

る
こ
と
か
ら
、
毛
利
輝
元
を
施
主
と
す
る
太
元
帥
法
は
太
元
護
摩
で
は
な
く
、
大
法

で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
正
月
の
恒
例
修
法
と
毛
利
輝
元
の
臨
時
修
法
の

太
元
帥
法
勤
修
で
言
葉
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
記
主
で
あ
る
義
演
が

太
元
護
摩
と
大
法
で
の
勤
修
を
明
確
に
使
い
分
け
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
実

際
、
前
述
の
史
料
の
中
で
義
演
は
毛
利
輝
元
を
施
主
と
す
る
太
元
帥
法
を
「
太
元
大

法
」
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
恒
例
の
太
元
帥
法
が
規
模
を
縮
小
さ

れ
て
開
催
さ
れ
る
中
で
、
臨
時
の
太
元
帥
法
で
あ
っ
た
毛
利
輝
元
の
勤
修
は
本
来
の

形
の
「
大
法
」
と
し
て
執
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
で
き
よ
う
。

　

さ
ら
に
『
義
演
准
后
日
記
』
以
外
に
も
毛
利
輝
元
を
施
主
と
す
る
太
元
帥
法
の
勤

修
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
が
次
に
掲
げ
る
「
太
元
法
修
法
記
」（『
醍
醐
寺
文
書
聖
教
』

一
八
六
函
二
号
）
で
あ
る
。

　
　

�

文
禄
三
年
正
月
廿
三
日
、
於
理
性
院
太
元
大
法
始
行
、
同
廿
九
日
結
願
、
安
芸

毛
利
中
納
言
輝
元
施
主
、

　
　
　

伴
僧
十
口

　
　

�

光
台
院
権
僧
正
亮
淳
聖
天
供　

⃝
延
命
院
法
印
権
大
僧
都　

護
摩
息
災　

五
智
院
法
印
権
大
僧
都

宗護

摩然

　
　

西
往
院
法
印
権
大
僧
都
堯
厳　

密
教
院
ー
ー
ー
俊
典

　
　

慈
心
院
権
大
僧
都
俊
長　
　
　

西
林
院　
　
　

慶
順
十
二
天

　
　

行
樹
院
権
律
師
深
宥　
　
　
　

角
坊
権
律
師
演
照

　
　

大
夫
ア
サ
リ
堯
政
神
供
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同
四
年
正
月
、
於
同
院
、
同
大
法
執
行
、
施
主
同
前
、
伴
僧

　
　

同
五
年
正
月
廿
日
、
同
大
法
開
白
、
施
主
同
前
、
毎
年
立
願
了
、
為
平
人

　
　

此
大
法
執
行
、
先
例
未
聞
歟
、

　
　
　
　
　

伴
僧

　
　

延
命
院
法
印
公
秀
息
災

護
摩　
　

五
智
院
法
印
宗
然
調
伏

護
摩　
　

西
往
院
法
印
堯
厳

　
　

密
教
院
法
印
俊
典　
　
　
慈
心
院
大
僧
都
俊
長　
　
西
林
院
ー
ー
慶
順
十
二
天
供

　
　

行
樹
院
律
師
深
宥
聖
天
供　
普
賢
院
ア
サ
リ
堯
政
神
供　
成
身
院
ア
サ
リ
演
賀

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
と
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
の
両
年

に
お
い
て
も
、
理
性
院
に
お
い
て
毛
利
輝
元
を
施
主
と
し
て
、「
太
元
大
法
」
が
勤

修
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
毛
利
輝
元
を
施
主
と
す
る
太
元
帥
法
は
『
義
演
准

后
日
記
』
の
記
事
に
さ
か
の
ぼ
る
文
禄
三
年
よ
り
、
恒
例
の
太
元
帥
法
と
異
な
り
、

大
法
で
、
伴
僧
も
十
分
な
人
数
を
配
置
し
て
勤
修
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

で
は
、
毛
利
輝
元
を
施
主
と
す
る
太
元
帥
法
は
何
を
目
的
と
し
て
勤
修
さ
れ
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。『
義
演
准
后
日
記
』
お
よ
び
『
醍
醐
寺
文
書
聖
教
』
か
ら
は
文
禄

三
年
か
ら
慶
長
五
年
ま
で
の
勤
修
し
か
確
認
で
き
な
い
が
、
文
永
寺
所
蔵
「
太
元
御

修
法
調
伏
護
摩（

11
（

」
の
奥
書
よ
り
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
の
太
元
帥
法
の
勤
修
が
確

認
で
き
る
。
そ
こ
に
は
「
于
時
文
禄
二
年
正
月
廿
三
日
、
毛
利
輝
元
為
祈
念
、
大
法

於
理
性
院
被
行
、
予
護
摩
勤
仕
之
時
書
写
了
、
宗
然
六
十
五
」
と
あ
り
、
文
禄
二
年

に
勤
修
さ
れ
た
毛
利
輝
元
を
施
主
と
す
る
太
元
帥
法
は
「
祈
念
」
の
た
め
に
修
さ
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。文
禄
二
年
と
い
う
年
は
文
禄
・
慶
長
の
役（

11
（

の
真
最
中
で
あ
る
。

毛
利
輝
元
も
こ
の
役
に
動
員
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
祈
念
」
と
は
文
禄
・
慶
長
の
役

の
必
勝
祈
願
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。『
義
演
准
后
日
記
』
や
「
太

元
法
修
法
記
」
に
見
ら
れ
る
太
元
帥
法
勤
修
の
目
的
も
文
禄
・
慶
長
の
役
の
間
は
必

勝
祈
願
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
『
義
演
准
后
日
記
』
内
に
見
ら
れ
る
毛

利
輝
元
の
太
元
帥
法
の
記
録
の
最
後
は
慶
長
五
年
で
あ
る
が
、
以
降
毛
利
輝
元
が
施

主
と
な
っ
て
太
元
帥
法
を
勤
修
さ
せ
た
記
事
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
こ
の
慶
長
五
年

と
い
う
年
は
関
ヶ
原
の
戦
い
が
あ
っ
た
年
で
あ
り
、
毛
利
輝
元
は
西
軍
の
総
帥
と
み

な
さ
れ
、
同
年
十
月
に
薙
髪
し
隠
居
し
て
い
る
。
文
禄
・
慶
長
の
役
の
際
に
太
元
帥

法
を
勤
修
し
て
い
る
こ
と
、
関
ヶ
原
の
戦
に
敗
れ
て
か
ら
は
勤
修
さ
れ
る
こ
と
が
な

く
な
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
毛
利
輝
元
に
よ
る
太
元
帥
法
の
勤
修
目
的
は
必
勝

や
武
功
を
「
祈
念
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

戦
国
時
代
、
織
田
信
長
や
足
利
義
昭
が
施
主
と
な
っ
て
太
元
帥
法
を
勤
修
さ
れ
た

事
例
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
武
士
の
間
で
太
元
帥
法
や
そ
の
本
尊
が
注
目
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
流
れ
の
中
で
毛
利
輝
元
は
施
主
と
な
っ
て
太
元

帥
法
を
積
極
的
に
勤
修
さ
せ
た
。
注
目
し
た
い
の
は
毛
利
輝
元
に
よ
る
臨
時
の
太
元

帥
法
は
恒
例
の
太
元
帥
法
と
異
な
り
、
大
法
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

そ
の
時
期
は
文
禄
・
慶
長
の
役
の
期
間
と
重
な
っ
て
お
り
、
関
ヶ
原
の
戦
で
敗
れ
る

と
勤
修
さ
れ
な
く
な
る
。
よ
っ
て
そ
の
勤
修
目
的
は
実
に
戦
国
武
将
た
る
に
相
応
し

い
も
の
で
、
合
戦
の
祈
念
の
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
　
　
　

第
三
節　

島
津
家
久
を
施
主
と
す
る
太
元
帥
法

　
『
義
演
准
后
日
記
』
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
七
月
十
一
日
条
に
は
豊
臣
秀
吉
の

た
め
に
理
性
院
堯
助
が
太
元
護
摩
を
勤
修
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
翌

月
に
豊
臣
秀
吉
は
死
去
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
太
元
帥
法
は
秀
吉
の
病
気
平
癒
を
祈

願
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
毛
利
輝
元
以
外
で
太
元
師
法
に

関
わ
り
を
持
っ
た
武
将
は
確
認
で
き
な
い
が
、『
義
演
准
后
日
記
』
慶
長
十
五
年

（
一
六
一
〇
）
十
月
十
五
日
条
に
よ
る
と
、
島
津
家
久
〔
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）

～
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）〕
が
太
元
護
摩
を
聴
聞
す
る
た
め
に
参
じ
て
い
る
こ
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と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
年
十
一
月
三
日
に
は
「
理
性
院
太
元
堂
、
嶋（
家
久
（津
建
立
、
料

物
可
相
渡
云

々
」
と
あ
り
、
家
久
が
理
性
院
に
「
太
元
堂
」
を
建
立
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
太
元
堂
の
建
立
に
つ
い
て
は
「
理
性
院
観
助
書
状（

11
（

」
に
も
見
ら
れ

る
。

　
　
　
　
以
上
、

　
　

�

好
便
之
条
、
令
啓
上
候
、
仍
太
元
堂
御
建
立
之
儀
、
一
段
奇
麗
ニ
令
周
備
、
大

慶
無
極
候
、
一
山
之
伽
藍
不
可
如
之
候
、
殊
以
御
両
奉
行
衆
被
入
御
精
候
、
喜

悦
無
申
計
候
、
如
何
様
御
上
洛
之
刻
、
可
有
御
覧
候
、
於
委
細
者
、
税
所
弥（

篤
清
カ
（右

衛
門
尉
方
可
被
申
入
候
間
、
不
能
詳
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　

卯（
慶
長
十
三
年
（

月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　

観（
理
性
院
（助

　
　
　
　

羽（
島
津
家
久
（

柴
陸
奥
守
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

人
々
御
中

　

こ
の
文
書
は
理
性
院
観
助
が
殊
更
綺
麗
に
周
備
さ
れ
た
「
太
元
堂
」
の
建
立
に
対

す
る
お
礼
を
島
津
家
久
に
伝
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
文
書
は
無
年
号

で
あ
り
、『
大
日
本
古
文
書
』
で
は
慶
長
十
三
年
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠

は
不
明
で
あ
る
が
、
太
元
堂
が
建
立
さ
れ
た
年
に
つ
い
て
『
義
演
准
后
日
記
』
に
よ

れ
ば
慶
長
十
五
年
十
一
月
で
あ
る
と
い
え
る（

1（
（

。
こ
の
二
つ
の
史
料
の
他
に
理
性
院
太

元
堂
の
建
立
に
関
連
す
る
史
料
は
な
い
た
め
、
建
立
年
代
の
判
断
は
慎
重
を
要
す
る

が
、
遅
く
と
も
慶
長
十
五
年
に
は
理
性
院
「
太
元
堂
」
の
建
立
は
完
了
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
元
和
二
年
に
は
家
久
が
太
元
師
明
王
像
の
修
復
に
も
関
わ
っ
て
い

た
こ
と
が
三
十
六
臂
像
裏
押
紙
の
墨
書
か
ら
う
か
が
え
る
。「
斯
曼
荼
羅
表
補
絵
者

嶋
津
陸
奥
守
家
久
卿
為
御
奉
加
修
覆
、
奉
遂
開
眼
供
養
者
也
、
于
時
元
和
二
丙
辰
年

孟
夏
吉
日　

理
性
院
法
眼
観
助（

11
（

」と
記
さ
れ
て
お
り
、家
久
は
太
元
堂
の
み
な
ら
ず
、

図
像
の
修
復
に
も
携
わ
っ
て
い
た
。

　

こ
こ
で
島
津
家
久
を
施
主
と
す
る
臨
時
の
太
元
帥
法
に
話
を
戻
す
が
、『
義
演
准

后
日
記
』
慶
長
十
五
年
十
五
日
条
に
太
元
護
摩
を
聴
聞
の
た
め
に
島
津
家
久
が
来
た

と
い
う
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
に
先
ん
じ
て
同
日
記
同
年
十
月
十
日
に
「
理
性
院
ノ
太

元
ヲ
聞
及
、
来
十
五
日
拝
シ
申
度
候
由
云

々
、護
摩
モ
頼
由
也
」
と
あ
り
、
理
性
院
の
太

元
帥
法
を
耳
に
し
た
家
久
が
護
摩
を
依
頼
し
て
い
る
。
そ
の
翌
年
の
慶
長
十
六
年

（
一
六
一
一
）
十
一
月
三
日
に
も
島
津
家
久
が
施
主
と
な
り
太
元
帥
法
を
勤
修
さ
せ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
同
年
十
一
月
二
日
条
に
「
明
日
ヨ
リ
於
理
性
院
太
元
大
法

執
行
、
嶋
津
陸
奥
守
施
主
、
去
年
如
此
」
と
あ
り
、
太
元
大
法
と
し
て
勤
修
さ
れ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
残
念
な
が
ら
伴
僧
の
人
数
等
の
法
会
の
規
模
を
示
す
よ
う
な

こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
島
津
家
文
書
』
に
は
次
の
二
通
の
太
元
帥
法
勤
修

に
関
す
る
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る（

11
（

。

　
「
理
性
院
観
助
書
状
」

　
　
　
　
尚
々
、
御
上
洛
之
節
、
万
端
御
礼
等
可
申
入
候
条
、
令
省
略
候
、
以
上
、

　
　

�

尊
書
拝
見
、
恐
悦
無
極
候
、
仍
、
就
御
祈
念
之
儀
、
御
願
之
旨
、
具
得
貴
意
候
、

随
而
銀
子
拾
弐
枚
贈
給
候
、
尤
珍
重
存
候
、
則
撰
良
辰
、
太
元
明
王
護
摩
一
七

日
企
修
行
、
抽
懇
祈
候
、
御
札
護
・
巻
数
并
薫
衣
香
五
袋
、
令
進
献
候
、
将
亦

御
若
子
御
方
ヘ
、
御
守
令
進
覧
候
、
御（
島
津
亀
寿
（

簾
中
へ
も
、
御
護
令
進
之
候
、
目
出
度

可
有
御
頂
戴
候
、
兼
又
太
元
堂
之
儀
、
早
速
ニ
令
造
畢
、
大
慶
之
至
、
難
尽
筆

紙
候
、
猶
期
後
慶
之
間
、
不
能
詳
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　

卯（
慶
長
十
八
年
（

月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　

観（
理
性
院
（助

　
　
　
　
　
　
　

羽（
島
津
家
久
（

柴
陸
奥
守
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
々
御
中
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「
理
性
院
観
助
書
状
」

　
　
　
　
以
上
、

　
　

�
其
以
来
不
能
拝
面
、
恐
憚
無
極
候
、
抑
為
今
月
之
御
祈
祷
、
太
元
明
王
之
護
摩
、

抽
懇
誠
、
御
巻
数
札
令
進
覧
候
、
目
出
度
可
有
御
頂
戴
候
、
尚
参
机
之
節
可
申

入
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　

五（

元

和

五

年

（

月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

観
助

　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
薩（

島
津
家
久
（

摩
守
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
々
御
中

　

慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
と
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
に
、
理
性
院
院
主
の
観

助
か
ら
島
津
家
久
に
対
し
て
太
元
護
摩
を
「
懇
切
」
し
、
巻
数
・
札
等
を
進
上
す
る

旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

島
津
家
久
を
施
主
と
す
る
太
元
帥
法
の
勤
修
目
的
で
あ
る
が
、
現
段
階
で
は
判
然

と
し
な
い
。
し
か
し
、
毛
利
輝
元
が
合
戦
の
祈
念
と
し
て
太
元
帥
法
を
勤
修
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
島
津
家
久
は
醍
醐
寺
理
性
院
と
太
元
帥
法
そ
の
も

の
に
帰
依
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
裏
付
け
と
し
て
『
義
演
准
后

日
記
』
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
四
月
十
五
日
条
と
同
日
記
慶
長
十
七
年
中
の
「
理

性
院
堂
」
建
立
の
関
与
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
元
和
二
年
四
月
十
五
日
条
に
は
「
嶋
津

理
性
院
ヘ
来
、
太
元
明
王
信
仰
在
之
」
と
あ
り
、
島
津
家
久
が
太
元
帥
明
王
を
信
仰

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
理
性
院
堂
作
事
に
関
し
て
は
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）

の
九
月
か
ら
閏
十
月
に
か
け
て
の
記
事
が
散
見
さ
れ
、
九
月
二
十
一
日
に
は
自
ら
見

舞
に
も
参
上
し
て
い
る
。さ
ら
に
島
津
家
久
の
帰
依
の
根
拠
と
し
て
、『
島
津
家
文
書
』

に
次
の
一
通
の
文
書
が
あ
る（

11
（

。

　
「
理
性
院
観
助
書
状
」

　
　
　
　
追
而
、
竹
楊
枝
一
折
、
令
進
入
候
、
以
上
、

　
　

�

為
御
見
舞
、
以
使
札
令
啓
達
候
、
然
者
、
久
明
王
御
参
詣
無
之
候
間
、
今
度
思

召
立
、
於
御
光
儀
者
、
可
為
恐
悦
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　

五（
寛
永
十
三
年
（

月
廿
二
日　
　
　
　
　
　
　
　

観
助

　
　
　
　
　

松（
島
津
家
久
（

平
大
隅
守
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

人
々
御
中

　

理
性
院
観
助
が
島
津
家
久
に
対
し
て
、
お
見
舞
い
の
た
め
に
使
い
を
通
し
て
申
し

上
げ
た
と
こ
ろ
、
久
し
く
「
明
王
」
へ
の
参
詣
が
な
か
っ
た
が
、
こ
の
度
「
明
王
」

へ
の
参
詣
を
決
意
な
さ
っ
て
、
来
臨
す
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
、
と

記
さ
れ
て
い
る
。
本
史
料
に
お
け
る
「
明
王
」
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
太
元
帥
明
王

を
示
す
。
寛
永
十
三
年
は
島
津
家
久
の
晩
年
に
近
い
が
、
そ
の
よ
う
な
時
期
に
お
い

て
も
太
元
帥
明
王
に
参
詣
す
る
と
い
う
こ
と
は
明
王
の
公
験
を
期
待
し
、
帰
依
し
て

い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

島
津
家
久
の
太
元
帥
法
勤
修
に
つ
い
て
毛
利
輝
元
に
比
べ
る
と
残
念
な
が
ら
、
修

法
の
規
模
や
伴
僧
等
、
不
明
瞭
な
部
分
が
多
い
。
そ
し
て
家
久
の
場
合
は
大
法
と
太

元
護
摩
の
ど
ち
ら
の
勤
修
も
み
ら
れ
た
。
家
久
が
「
太
元
堂
」
や
「
理
性
院
堂
」
の

建
立
に
積
極
的
な
関
わ
り
を
持
ち（

11
（

、
太
元
帥
明
王
を
信
仰
し
て
い
た
こ
と
は
毛
利
輝

元
の
例
に
は
見
ら
れ
な
い
事
柄
で
あ
る
。
ま
た
理
性
院
か
ら
も
家
久
に
対
し
て
久
し

く
明
王
の
参
詣
が
な
い
た
め
、
そ
の
参
詣
を
促
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
家
久
の
太

元
帥
法
に
対
す
る
信
仰
心
は
よ
り
明
確
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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太元帥法の歴史的変遷

　
　
　

第
三
章　

太
元
帥
法
の
歴
史
的
変
遷

　
　
　
　

第
一
節　

古
代
に
お
け
る
太
元
帥
法
の
認
識

　

太
元
帥
法
に
は
恒
例
と
臨
時
の
修
法
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
第
二
章
に
お
い
て

は
臨
時
の
太
元
帥
法
の
勤
修
例
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
、
近
世
に
近
付
い
て
く
る

と
徐
々
に
武
士
が
太
元
帥
法
に
注
目
し
、
さ
ら
に
は
臨
時
の
太
元
帥
法
を
勤
修
さ
せ

た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
太
元
帥
法
に
対

す
る
認
識
の
変
化
が
あ
る
と
考
え
る
。
従
っ
て
、
本
章
で
は
古
代
と
中
世
・
近
世
に

け
る
太
元
帥
法
の
歴
史
的
認
識
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
考
察
し
た
い
。

　

ま
ず
は
古
代
に
お
け
る
太
元
帥
法
の
認
識
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
古
代
の
太
元

帥
法
の
認
識
に
つ
い
て
は
佐
藤
長
門
氏
が
「
太
元
帥
法
の
請
来
と
そ
の
展
開
―
入
唐

根
本
大
師
常
暁
と
第
二
阿
闍
梨
寵
寿
―
」
に
お
い
て
、
初
代
太
元
別
当
で
あ
る
常
暁

と
二
代
目
寵
寿
の
太
元
帥
法
に
対
す
る
認
識
の
差
異
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て

い
る
。
常
暁
は
太
元
帥
法
と
い
う
修
法
に
賊
難
調
伏
だ
け
を
喧
伝
し
た
か
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、特
定
の
性
格
付
与
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
に
対
し
、

寵
寿
は
実
際
に
賊
難
調
伏
の
修
法
を
行
っ
た
経
験
か
ら
、
太
元
帥
法
の
性
格
を
兵
革

消
除
を
基
調
と
す
る
方
向
に
収
斂
さ
せ
て
い
っ
た
と
す
る
。
寵
寿
が
賊
難
調
伏
の
た

め
に
太
元
帥
法
を
勤
修
し
て
い
る
の
は
寵
寿
著
『
太
元
帥
法
縁
起
奏
状（

11
（

』
に
見
ら
れ

る
。
本
史
料
は
長
文
の
た
め
論
旨
に
関
わ
る
部
分
の
み
を
抜
粋
す
る
。

　
　

�

貞
観
十
二
年
大
宰
府
貢コ
ウ

朝
ノ
綿
一
万
屯ト
ン

為
二メ
ニ
海
賊
一
被
二
劫
奪
一
、
爰
ニ
新
羅
ノ
賊

ヨ
テ
乗
二
此
隙ヒ
マ
ニ一
来
リ
侵ヲ
カ
スレ
之
、
隣
国
ノ
賊
難
、
天
下
騒
動
、
同
十
三
年
正
月
御
修

法
間
、
屢

シ
バ
シ
バ
賜
二
勅
使
ヲ一
、
宣
シ
テ
云
可
レ
降
二
伏
隣
ノ
国
賊
難
ヲ一
之
勤
メ
、
専
ラ
太
元

帥
之
力
、
須
ク三
能
ク
勤
二
仕
之
一
者
、
寵
寿
謹
奉
二
口
宣
ヲ一
、
専
尽
テ二
身
力
ヲ一
、
祈
二

禱
国
家
一
、
更
無
二
懈
怠
一
、
即
便
チ
隣
国
賊
難
已
ニ

従
ツ
タ
カ
ヒ
ヌ

二
平
伏
ニ一
、
是
レ
雖
モ二

休キ
ウ
メ
イ明
之
徳
化
ト一
、
抑
モ
専
在
リ二
太
元
之
扶フ

持
ニ一
者
乎
、

　

寵
寿
が
太
元
別
当
に
補
任
さ
れ
た
の
は
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
で
あ
る
が
、
寵
寿

が
別
当
職
を
務
め
て
い
る
貞
観
十
二
年
（
八
七
〇
）
に
太
宰
府
の
「
貢
朝
」
の
綿

一
万
屯
が
「
海
賊
」
に
強
奪
さ
れ
、
そ
の
隙
に
乗
じ
て
「
新
羅
の
賊
」
が
侵
攻
し
て

き
た
と
い
う
騒
動
が
起
き
た
。
同
十
三
年
（
八
七
一
）
の
正
月
の
太
元
帥
法
の
勤
修

の
間
に
、
寵
寿
は
「
勅
使
」
を
賜
っ
て
、
新
羅
か
ら
の
「
賊
難
」
の
調
伏
を
言
い
渡

さ
れ
た
。
寵
寿
は
太
元
帥
法
の
祈
祷
に
尽
力
し
、
そ
の
効
験
に
よ
り
新
羅
は
退
散
し

た
。
な
お
、
こ
の
寵
寿
の
太
元
帥
法
に
つ
い
て
は
正
月
の
恒
例
修
法
の
際
に
勤
修
さ

れ
た
も
の
と
推
測
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
臨
時
の
太
元
帥
法
に
は
含
ん
で
い
な
い
。

常
暁
と
寵
寿
の
間
で
太
元
帥
法
に
賊
難
調
伏
を
意
図
す
る
性
格
の
付
与
が
異
な
っ
て

い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
両
者
と
も
あ
く
ま
で
太
元
帥
法
は
天
皇
・
国
家
の
法
会
で

あ
る
と
い
う
認
識
に
差
異
は
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
寵

寿
が
『
太
元
帥
法
縁
起
奏
状
』
に
お
い
て
「
斯
ノ
尊
ハ
則
如
来
之
肝
心
、
衆
生
之
父
母
、

衛
国
之
甲
冑
、
防ハ

ウ

難
之
神
方ホ
ウ

也
、
此
亦
唯
為
二ニ
シ
テ
国
王
ノ一
、
専
ラ
行
二
宮
中
ニ一
、
輙
ク

為
二メ
ニ
黎レ
イ
ソ庶
ノ一
、
不
レ
及
二
城
外
ニ一
是
ノ
所コ
ヘ
ニ以
秘
重
ノ
密
法
也
」
と
記
し
て
い
る
た
め
で
あ

り
、
太
元
帥
法
は
国
王
の
た
め
に
宮
中
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
城
外
に
て
修
す

べ
き
で
は
な
い
「
秘
重
の
密
法
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
一
章
第
一
節
で

臨
時
の
太
元
帥
法
を
検
討
し
た
が
、
古
代
に
お
け
る
臨
時
の
太
元
帥
法
の
勤
修
目
的

が
国
難
に
際
し
て
で
あ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
天
皇
・
護
国
の
た
め
に
勤
修
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

古
代
に
お
け
る
臨
時
の
太
元
帥
法
と
し
て
一
件
だ
け
天
皇
や
国
家
と
は
関
係
の
な

い
勤
修
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
は
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
四
月
一
日
に
修
さ
れ
た
藤
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原
伊
周
を
施
主
と
す
る
臨
時
の
太
元
帥
法
で
あ
る（
11
（

。
近
世
に
お
い
て
は
「
平
人
」
で

あ
る
毛
利
輝
元
や
島
津
家
久
に
よ
る
太
元
師
法
が
確
認
さ
れ
た
が
、
古
代
に
お
い
て

は
個
人
で
の
勤
修
は
管
見
の
限
り
こ
の
藤
原
伊
周
の
事
例
の
み
で
、
特
異
な
例
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。
伊
周
に
よ
る
太
元
帥
法
に
対
し
て
の
周
囲
の
反
応
を
『
栄
花
物
語
』

よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る（

11
（

。

　
　

�

太
元
法
と
い
ふ
事
は
、
た
ヽ
お
ほ
や
け
の
み
そ
、
む
か
し
よ
り
お
こ
な
は
せ
た

ま
ひ
け
る
、
た
ヽ
人
は
い
み
し
き
事
あ
れ
と
、
お
こ
な
ひ
た
ま
は
ぬ
事
な
り
け

り
、
そ
れ
を
こ
の
内
大
臣
殿
、
し
の
ひ
て
こ
の
と
し
こ
ろ
お
こ
な
は
せ
た
ま
ふ

と
い
ふ
事
、こ
の
こ
ろ
き
こ
え
て
、こ
れ
よ
か
ら
ぬ
事
の
う
ち
に
い
り
た
な
り
、

　

公
家
の
間
に
お
い
て
太
元
帥
法
は
古
来
よ
り
公
、
つ
ま
り
天
皇
や
国
家
の
た
め
の

み
に
修
さ
れ
る
修
法
で
あ
り
、「
た
ヽ
人
（
徒
人
）」
は
た
と
え
自
身
に
よ
く
な
い
こ

と
が
起
き
た
と
し
て
も
勤
修
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
藤
原
伊
周
は
人
目
を
避
け
る
よ
う
に
勤
修
さ
せ
た
と
い
う
う
わ
さ
が
あ

り
、
こ
れ
は
よ
か
ら
ぬ
こ
と
が
内
に
あ
る
た
め
だ
と
評
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
太

元
帥
法
が
天
皇
・
国
家
の
た
め
だ
け
に
勤
修
さ
れ
る
修
法
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
時

代
に
お
い
て
、
藤
原
伊
周
が
私
に
太
元
帥
法
を
修
し
た
こ
と
は
何
か
良
く
な
い
こ
と

が
心
の
内
に
あ
る
と
邪
推
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

古
代
に
お
け
る
太
元
帥
法
は
天
皇
・
国
家
固
有
の
修
法
と
い
う
認
識
が
か
な
り
強

い
と
推
察
す
る
。
臨
時
で
の
太
元
帥
法
も
国
家
の
災
難
を
退
け
る
た
め
に
勤
修
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
は
藤
原
伊
周
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
高
位
の
貴
族
と
い
え
ど

も
個
人
の
意
思
を
持
っ
て
行
う
こ
と
が
批
判
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
る
と
、
古
代

に
お
け
る
太
元
帥
法
は
天
皇
ま
た
は
国
家
専
門
の
大
法
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と

い
え
よ
う
。

　
　
　
　

第
二
節　

中
世
・
近
世
に
お
け
る
太
元
帥
法
の
認
識

　

中
世
・
近
世
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
毛
利
や
島
津
の
事
例
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ

う
に
、
古
代
で
は
忌
避
さ
れ
た
個
人
の
要
望
で
の
太
元
帥
法
の
勤
修
が
許
容
さ
れ
る

風
潮
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
古
代
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
「
徒
人
」
の
太
元
帥
法
勤
修
が
近
世
に
な
っ

て
な
ぜ
可
能
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
手
が
か
り
に
な
る
の
が
「
正
親
町
天
皇

綸
旨
」（『
醍
醐
寺
文
書
聖
教
』
二
一
函
一
三
号
、『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
十
九

醍
醐
寺
文
書
十
四
―
三
二
七
五
）
で
あ
る
。
本
史
料
に
は
、

　
　

�

太
元
明
王
者
、
合
戦
之
師
法
、
三
国
無
双
之
為
本
尊
、
今
般
被
移
院
内
、
太
元

堂
再
興
之
事
、
早
仰
武
勇
之
輩
、
以
奉
加
之
勧
誘
、
被
企
一
宇
建
立
、
一
天
安

全
、
五
穀
豊
饒
、
可
被
抽
懇
祈
之
旨
者
、
天
気
如
此
、
仍
執
達
如
件

と
あ
り
、
太
元
帥
明
王
は
合
戦
の
法
で
あ
り
、「
三
国
無
双
之
為
本
尊
」
り
と
評
さ

れ
た
。
本
史
料
の
差
出
は
万
里
小
路
充
房
〔
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
～
寛
永
三
年

（
一
六
二
六
）〕
で
あ
る
た
め
、
早
く
て
安
土
桃
山
期
、
遅
く
と
も
江
戸
前
期
に
は

太
元
帥
法
が
合
戦
の
修
法
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
次
の
「
龍
池
院
二
品
親
王
尊
朝
置
文
写
」（『
醍
醐
寺
文
書
聖
教
』
五
三
函

四
一
号
一
番
）
か
ら
も
同
様
の
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　
　
「（

端
裏
書
（
醍
醐
寺
理
性
院
什
宝
写
」

　
　

�

夫
太
元
明
王
は
合
戦
の
帥
法
、
天
魔
鬼
神
の
統
領
な
り
、
若
人
此
明
王
に
帰
依

す
れ
は
、
刀
兵
傷
害
を
蒙
る
事
な
し
、
又
怨
敵
軍
兵
の
難
を
の
か
れ
、
其
人
の
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境
土
の
内
に
、悪
人
悪
賊
悪
鬼
有
事
な
し
、亦
厄
難
災
横
等
の
難
を
聞
事
な
し
、

若
国
王
此
法
を
以
て
国
土
を
鎮
は
、
四
方
一
切
怨
敵
逆
心
を
発
さ
す
、
犯
者
あ

ら
は
則
刀
剣
を
下
し
、
忽
に
其
人
を
滅
し
、
千
輻
の
輪
を
以
て
其
頭
を
轢
て
、

微
塵
の
こ
と
く
断
滅
す
へ
し
、
若
善
男
子
善
女
人
、
遥
に
神
呪
名
号
を
聞
、
合

掌
敬
礼
せ
は
、
横
死
せ
す
、
諸
難
に
遇
す
、
寿
百
歳
を
得
、
千
秋
経
也
、
明
王

の
誓
約
余
尊
に
踰
、
神
力
他
仏
に
勝
た
り
、（
中
略
）
此
秘
法
を
禁
中
に
て
行

む
る
は
、
仁
明
天
皇
御
宇
、
常
暁
和
尚
、
大
和
国
秋
篠
寺
閼
伽
井
に
現
す
る
尊

形
を
写
し
、
承
和
六
年
入
唐
を
企
て
、
大
唐
栖
霊
寺
文
璨
和
尚
に
此
法
の
深
秘

を
悉
伝
、
帰
朝
の
後
、

　
　

�

奏
聞
あ
り
、
則
唐
朝
王
宮
の
義（
儀
（式

を
写
さ
れ
、
国
土
安
穏
・
五
穀
成
就
の
御
願

と
し
て
、
毎
年
正
月
八
日
よ
り
一
七
ケ
日
行
は
る
ヽ
、
誠
に
日
本
第
一
御
祈
な

り
、
し
か
る
に
院
内
に
て
、
毎
月
一
七
ケ
日
太
元
明
王
の
護
摩
懃
修
せ
し
事
、

怠
ら
さ
る
な
り
、
就
其
太
元
護
摩
堂
令
建
立
、
軍
家
の
輩
其
心
さ
し
を
む
け
ま

す
者
は
、
本
尊
の
誓
約
に
ま
か
せ
、
武
運
長
久
、
子
孫
繁
昌
の
御
祈
祷
、
永
代

不
可
有
退
転
之
状
如
件
、

　
　
　
　
　

右
一
巻
者
、
龍
池
院
二
品
親
王
尊
朝
真
跡
可
謂
至
宝
者
也
、

　
　
　
　
　
　
　

延
宝
八
年
四
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
池
末
流
二
品
（
花
押
）
親
王
計
之

　

奥
書
に
よ
る
と
こ
の
置
文
は
安
土
桃
山
期
の
龍
池
院
二
品
親
王
尊
朝
が
記
し
た
も

の
を
延
宝
八
年
四
月
廿
五
日
に
龍
池
院
末
流
の
二
品
親
王
が
書
写
し
た
も
の
と
い

う
。
文
首
に
は
「
正
親
町
天
皇
綸
旨
」
と
同
様
に
太
元
帥
法
が
合
戦
の
法
会
で
あ
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
、
さ
ら
に
は
太
元
帥
明
王
は
天
魔
鬼
神
の
統
領
で
、
帰
依
し
た
時

の
効
験
も
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
注
目
し
た
い
の
は
文
尾
の
「
軍
家
の
輩
其
心

さ
し
を
む
け
ま
す
者
は
、
本
尊
の
誓
約
に
ま
か
せ
、
武
運
長
久
、
子
孫
繁
昌
の
御
祈

祷
、
永
代
不
可
有
退
転
之
状
如
件
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。「
軍
家
」
と
は
武
士
・

武
家
を
示
し
、
武
士
が
太
元
帥
法
に
志
を
向
け
れ
ば
、
太
元
帥
明
王
の
誓
約
に
よ
っ

て
、
武
運
長
久
・
子
孫
繁
昌
の
祈
祷
が
あ
り
、
長
き
に
わ
た
っ
て
退
転
す
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
と
締
め
く
く
ら
れ
る
。
こ
の
文
尾
か
ら
も
如
何
に
武
士
が
太
元
帥
法
に

期
待
し
て
い
た
か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

古
代
に
お
い
て
は
天
皇
・
国
家
固
有
の
修
法
で
あ
り
、「
平
人
」
が
勤
修
す
る
こ

と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
太
元
帥
法
で
あ
っ
た
が
、
戦
国
時
代
以
降
は
そ
の
天
皇
や
護

国
を
目
的
と
し
な
い
臨
時
の
太
元
帥
法
の
勤
修
例
は
毛
利
輝
元
・
豊
臣
秀
吉
・
島
津

家
久
と
い
っ
た
武
士
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
彼
等
に
よ
る
太
元
師
法
は
天

皇
や
国
の
意
向
と
は
関
係
な
く
完
全
に
個
人
の
意
思
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
武
士
が

太
元
帥
法
を
勤
修
し
た
背
景
に
は
太
元
帥
法
が
「
太
元
帥
明
王
者
、
合
戦
之
帥
法
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
合
戦
の
た
め
の
法
会
で
あ
る
と
強
く
認
識
さ
れ
、
武

士
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

太
元
帥
法
は
入
唐
し
た
常
暁
が
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
に
日
本
に
お
い
て
初
め
て

勤
修
さ
れ
て
以
降
、
時
に
は
法
会
の
規
模
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
り
な

が
ら
も
、
近
世
に
至
る
ま
で
連
綿
と
継
承
さ
れ
て
き
た
。
毎
年
正
月
八
日
よ
り
恒
例

の
太
元
帥
法
が
勤
修
さ
れ
る
他
に
、
国
家
を
脅
か
す
災
難
が
あ
っ
た
場
合
に
は
臨
時

に
勤
修
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
但
し
、
太
元
帥
法
が
日
本
で
勤
修
さ
れ

始
め
た
頃
の
臨
時
の
勤
修
は
国
家
的
災
難
が
あ
っ
た
場
合
に
限
ら
れ
、
一
個
人
の
意

思
に
よ
る
勤
修
は
忌
避
さ
れ
た
。
し
か
し
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
毛
利
輝
元
や

島
津
家
久
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
国
家
と
は
関
係
の
な
い
個
人
の
要
望
に
よ
っ
て

臨
時
の
太
元
帥
法
が
勤
修
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
太
元
帥
法
の
認
識
は
天
皇
・
国
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家
の
た
め
の
修
法
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
ま
ま
に
、
そ
れ
以
外
の
要
素
も
追
加
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。天
皇
・
国
家
固
有
の
修
法
で
あ
っ
た
太
元
帥
法
は
歴
史
を
通
し
て
、

武
士
が
施
主
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
顕
著
で
あ
る
よ
う
に
人
々
の
認
識
は
時
代
に

よ
っ
て
変
化
し
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
本
稿
で
は
太
元
帥
法
に
つ
い
て
今
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
臨
時
の
太
元
帥
法
に
着
目
し
た
。
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
太
元
帥
法
の
認
識
が

天
皇
の
た
め
だ
け
に
行
わ
れ
る
修
法
か
ら
、
個
人
も
勤
修
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
中
世
に
お
い
て
は
、
藤
原
伊
周
や
毛
利
輝
元
、
島
津
家
久

の
よ
う
な
特
徴
の
あ
る
臨
時
の
太
元
帥
法
の
勤
修
が
見
ら
れ
ず
、
太
元
帥
法
の
認
識

の
検
討
は
未
だ
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、今
後
も
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

註（
（
）�『
太
元
帥
法
秘
鈔
』「
宣
下
事
」
に
、「
応
令
伝
燈
大
法
師
賢
覚
勤
修
太
元
帥
法
事
、
右
、
右

少
弁
藤
原
朝
臣
資
信
伝
宣
、
権
大
納
言
源
朝
臣
師
頼
宣
、
奉　

勅
、
宜
令
賢
覚
勤
修
件
法
者
、

　
　

保
延
元
年
九
月
十
九
日
右
大
史
惟
宗
在
判
奉
」
と
み
え
る
。

（
（
）�

太
元
帥
法
の
概
略
や
創
始
に
つ
い
て
は
住
田
惠
孝
氏
「
太
元
帥
法
の
研
究
」（『
密
教
論
叢
』

二
十
二
巻
、
一
九
四
二
年
）。
太
元
帥
法
の
相
承
と
太
元
別
当
の
相
論
に
つ
い
て
は
永
村
眞

氏
「
修
法
と
聖
教
―
太
元
帥
法
を
通
し
て
」（『
中
世
寺
院
史
料
論
』、
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
〇
年
）と
小
池
勝
也
氏「
中
世
に
お
け
る
醍
醐
寺
理
性
院
流
の
展
開
と
太
元
法
」（『
寺

院
史
研
究
』
十
六
号
、
二
〇
二
〇
年
）、
斎
木
涼
子
氏
「
太
元
帥
法
の
伝
授
―
十
一
・
十
二
世

紀
の
転
換
―
」（
奈
良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要
『
鹿
園
雜
集
』
第
二
十
二
号
、
二
〇
二
〇
年
）、

佐
藤
亜
莉
華
氏
「
南
北
朝
期
か
ら
室
町
前
期
に
お
け
る
理
性
院
流
と
太
元
帥
法
別
当
職
の
相

承
―
理
性
院
宗
助
と
大
覚
寺
證
菩
提
院
光
覚
の
対
立
―
」（
永
村
眞
氏
編
『
中
世
寺
院
の
仏

法
と
社
会
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
）。
太
元
帥
法
の
道
具
に
関
す
る
検
討
は
米
田
雄
介

氏
「『
国
家
珍
宝
帳
』
に
見
え
る
武
器
武
具
と
太
元
帥
法
」（『
日
本
歴
史
』
七
六
六
号
、

二
〇
一
二
年
）。

（
（
）�

井
原
今
朝
男
氏
「
民
衆
統
合
儀
礼
と
し
て
の
太
元
帥
法
」（『
増
補　

中
世
寺
院
と
民
衆
』、

臨
川
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）。
と
佐
藤
長
門
氏
「
太
元
帥
法
の
請
来
と
そ
の
展
開
―
入
唐
根

本
大
師
常
暁
と
第
二
阿
闍
梨
寵
寿
―
」（
國
學
院
大
学
大
学
院
史
学
専
攻
大
学
院
会
『
史
学

研
究
集
録
』
一
六
、一
九
九
一
年
）。

（
（
）�『
東
寺
長
者
補
任
』（『
続
々
群
書
類
従
』
第
二
）。

（
（
）�『
続
々
群
書
類
従
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
東
寺
長
者
補
任
』
及
び
、『
大
日
本
史
料
』
に
お

い
て
は
『
密
宗
年
表
』・『
続
史
愚
抄
』・『
後
七
日
御
修
法
阿
闍
梨
名
帳
』・『
満
済
准
后
日
記
』・

『
宗
典
権
僧
正
注
記
』・『
親
長
卿
記
』・『
実
隆
公
記
』・『
二
水
記
』・『
義
演
准
后
日
記
』・『
孝

亮
宿
祢
日
次
記
』・『
土
御
門
泰
重
卿
記
』・『
真
言
諸
寺
院
記
』・『
公
卿
補
任
』
を
用
い
て
太
元

帥
法
勤
修
を
確
認
し
た
。『
大
日
本
史
料
』
に
記
載
の
な
い
年
に
つ
い
て
は
『
史
料
綜
覽
』

か
ら
確
認
し
た
。

（
（
）�

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
（
Ｓ
貴
２
５
―
２
）。
奥
書
に
「
此
書
者
、
去
文
永
年
中
故
法
印

寛
覚
、
先
師
延（
観
俊
か
（

命
院
御
在
世
之
時
、
〇
師
跡
之
記
録
多
漏
之
間
、
乍
憚
〇重

註
加
之
、
雖
似
黷

先
哲
之
筆
跡
、
偏
為
集
累
祖
之
口
决
而
已
、
」
と
あ
る
。
解
題
に
よ
る
と
鎌
倉
中
期
に
寛
覚

自
抄
に
注
記
が
加
え
ら
れ
成
立
し
、
さ
ら
に
追
記
が
な
さ
れ
る
が
、
筆
者
や
成
立
時
期
は
明

ら
か
で
は
な
い
。

（
（
）�『
東
寺
長
者
補
任
』
承
和
十
三
年
に
「
太
元
法
始
行
、
常
暁
」
と
あ
る
。

（
（
）�『
太
元
秘
記
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）

（
（
）�

註
５
の
史
料
よ
り
参
照
。

（
（0
）�『
東
寺
長
者
補
任
』（『
続
々
群
書
類
従
』
第
二
）
の
延
文
元
年
に
「
太
元
、
安
祥
寺
興
雅
大

僧
都
、
道
場
長
講
堂
、
正
月
十
日
始
行
」
と
あ
り
、
長
講
堂
は
後
白
河
上
皇
が
院
の
御
所
六

条
殿
に
設
け
た
持
仏
堂
に
始
ま
り
、
上
皇
の
死
後
は
堂
宇
と
所
領
の
荘
園
は
宣
陽
門
院
に
伝

え
ら
れ
、
さ
ら
に
後
深
草
天
皇
以
降
は
持
明
院
統
に
相
承
さ
れ
た
（『
国
史
大
辞
典
』）。
北

朝
と
関
わ
り
の
あ
る
場
所
で
太
元
帥
法
は
勤
修
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）�
延
引
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
日
付
は
以
下
の
通
り
。
文
和
元
年
正
月
十
四
日
（『
続
史
愚
抄
』）・

文
和
四
年
六
月
二
十
四
日
（『
続
史
愚
抄
』）・
延
文
元
年
正
月
十
日
（『
東
寺
長
者
補
任
』）・

延
文
二
年
十
二
月
八
日
（『
続
史
愚
抄
』）・
延
文
三
年
十
二
月
二
十
三
日
（『
続
史
愚
抄
』）・

貞
治
元
年
十
二
月
二
十
四
日
（『
続
史
愚
抄
』）。

（
（（
）�

大
法
と
太
元
護
摩
の
違
い
に
つ
い
て
、『
醍
醐
寺
文
書
聖
教
』
一
四
〇
函
十
五
号
（
永
村
眞

以
自
抄
被
入
見
参
也
、
然
而
不
及
御
再
治
也
、
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氏
「
修
法
と
聖
教
―
太
元
帥
法
を
通
し
て
」
で
引
用
）、『
太
元
帥
法
秘
鈔
』・『
太
元
護
摩
記
』・

『
厳
助
往
年
記
』
よ
り
検
討
す
る
と
、
本
尊
を
懸
け
る
数
、
壇
の
数
、
伴
僧
の
人
数
、
出
席

す
る
伴
僧
の
所
作
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
が
見
受
け
ら
れ
る
。

（
（（
）�『
歴
代
残
闕
日
記
』
第
二
十
五
冊
。

（
（（
）�『
新
訂
増
補　

国
史
大
系
』
第
十
四
巻
。

（
（（
）�『
続
史
愚
抄
』（『
新
訂
増
補　

国
史
大
系
』
第
十
四
巻
）
文
亀
三
年
正
月
八
日
条
「
太
元
法

始
大
法
再
興
、
但
於
小
御
所
也
、
凡
大
法

時
南
殿
、
小
法
時
小
御
所
、
流
例
歟
、
阿
闍
梨
法
印
宗
永
」。

（
（（
）�『
続
史
愚
抄
』（『
新
訂
増
補　

国
史
大
系
』
第
十
四
巻
）
永
正
元
年
正
月
八
日
条
「
太
元
護

摩
始
於
小
御

所
也
、
去
年
大
法
被
再
興
、
而
今
年
又
不
事
行
、
因
任
近
年
例
為
護
摩
云
、
阿
闍
梨
法
印

宗
永
」。

（
（（
）�「
大
元
御
修
法
雑
々
記
」（『
醍
醐
寺
文
書
聖
教
』
二
〇
一
函
一
三
二
号
）
に
「
後
栢〔

柏
〕原
院
御

宇
文
亀
三
年
只
一
箇
度
御
修
法
被
行
之
、
料
所
不
知
行
之
故
、
供
料
三
千
疋
被
付
之
、
毎
事

以
省
略
之
儀
、
下
行
等
如
形
略
定
之
儀
等
、
内
々
被
経　

叡
慮
云
々
」
と
あ
る
。

（
（（
）�

註
（（
同
。

（
（（
）�『
続
史
愚
抄
』（『
新
訂
増
補　

国
史
大
系
』
第
十
四
巻
）
天
正
二
年
三
月
八
日
条
「
被
始
行

太
元
法
大
法
再
興
今
度　
　

於
紫
宸
殿
被
行
歟
、
阿
闍
梨
権
僧
正
尭
助
」。
本
来
で
あ
れ
ば
正
月
八
日
に
勤
修
さ
れ
る
太
元

帥
法
で
あ
る
が
、
天
正
二
年
は
三
月
八
日
に
延
引
さ
れ
て
勤
修
さ
れ
て
い
る
。

（
（0
）�『
続
史
愚
抄
』（『
新
訂
増
補　

国
史
大
系
』
第
十
五
巻
）
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
正
月
八

日
条
に
は
「
正
月
八
日
乙
卯
、
太
元
法
始
、
於
宮
中
也
、
依
大
法　

被
用
南
殿
歟
、
代
始
、
阿
闍
梨
権
僧
正
尭
円
」
と
あ
り
、

慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
に
後
水
尾
天
皇
が
即
位
し
、
そ
の
代
始
の
た
め
太
元
帥
法
は
大

法
と
し
て
勤
修
さ
れ
て
い
る
と
推
察
す
る
。

（
（（
）�『
新
訂
増
補　

国
史
大
系
』
第
十
一
巻
。

（
（（
）�『
続
群
書
類
従
』
第
四
輯
下
。

（
（（
）�「
太
元
法
臨
時
勤
行
先
例
注
記
」（『
醍
醐
寺
文
書
聖
教
』
一
四
〇
函
一
二
号
）。

（
（（
）�『
日
本
紀
略
』（『
新
訂
増
補　

国
史
大
系
』
第
十
一
巻
）
天
慶
三
年
八
月
二
十
九
日
条
「
紀

伊
国
飛
驛
、
言
南
海
賊
事
、
於
天
台
山
始
五
壇
修
法
、
於
法
琳
寺
始
修
大
元
法
」。

（
（（
）�

園
城
寺
は
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）、
以
仁
王
が
挙
兵
し
て
当
寺
に
入
っ
た
こ
と
よ
り
平
氏

に
焼
か
れ
て
い
る
（『
国
史
大
辞
典
』）
が
、
そ
の
戦
い
を
指
す
か
。

（
（（
）�『
玉
葉
』
治
承
五
年
二
十
日
条
。
当
時
の
詳
し
い
検
討
は
岡
田
美
津
子
氏
「『
平
家
物
語
』
の

虚
構
―
安
祥
寺
実
厳
平
氏
調
伏
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
文

学
史
研
究
会
編
『
文
学
史
研
究
』（
二
五
）、
大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
文
学
史
研

究
会
、
一
九
八
四
年
）
を
参
考
。

（
（（
）�

醍
醐
寺
理
性
院
公
厳
は
「
理
性
院
公
厳
申
状
」（『
醍
醐
寺
文
書
聖
教
』
二
五
函
一
二
三
号
）

に
お
い
て
養
和
元
年
に
勤
修
し
た
太
元
帥
法
は
安
祥
寺
実
厳
が
平
氏
に
加
担
し
て
源
氏
を
調

伏
す
る
た
め
に
勤
修
し
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
本
史
料
は
太
元
別
当
を
め
ぐ
る

中
で
公
厳
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
厳
の
別
当
補
任
に
は
後
白
河
院
の
意
向
も
反
映
し

て
い
る
と
考
え
る
た
め
、
必
ず
し
も
平
氏
に
加
担
し
、
源
氏
を
調
伏
す
る
た
め
に
勤
修
さ
れ

た
と
は
言
え
な
い
と
考
え
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
養
和
元
年
の
太
元
帥
法
を
源
平
合
戦
を

平
定
す
る
目
的
で
勤
修
さ
れ
た
と
考
え
る
。

（
（（
）�

康
保
五
年
の
「
天
変
怪
異
」
は
『
日
本
紀
略
』（『
新
訂
増
補　

国
史
大
系
』
第
十
一
巻
）
康

保
四
年
九
月
九
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
九
日
は
黒
い
雲
が
布
の
よ

う
に
南
北
に
広
が
り
、
流
星
が
月
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
十
日
は
黄
色
の
雲
が
布
の
よ
う
に
南

北
に
広
が
っ
て
お
り
、
遂
に
は
十
三
日
に
「
流
星
之
変
異
」
に
よ
っ
て
「
詔
天
下
大
赦
」
が

行
わ
れ
た
。

（
（（
）�

下
久
堅
小
学
校
歴
史
研
究
会
代
表
者
倉
田
俊
、
山
村
書
院
、
一
九
三
七
年
。

（
（0
）�

註
３
の
井
原
今
朝
男
氏
論
文
を
参
照
。

（
（（
）�「
員
数
十
四五

人
也
、
浄
蓮
房
抄
云
、
伴
僧
十
五
人
、
或
十
四

人
、
或
十
六
人
、
或
廿
人
不
定
也
云
々
、
十
二
月
晦
比
請
之
、
可
速
請
歟
、
近
来
以
消
息

請
之
云
々
、
伴
僧
所
作
、
息
災
護
摩
・
調
伏
護
摩
・
聖
天
・
十
二
天
・
神
供
、
写
瓶
弟
子
勤

仕
大
行
事
也
」（『
太
元
帥
法
秘
鈔
』「
請
伴
僧
事
」）。

（
（（
）�『
信
濃
史
料
』
八
巻
。
文
永
寺
に
太
元
堂
を
建
立
す
る
旨
が
記
さ
れ
、
太
元
帥
法
が
天
下
万

民
の
た
め
の
法
会
で
あ
り
、
退
転
し
た
こ
と
が
な
い
法
会
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。

（
（（
）�

註
（（
同
。

（
（（
）�

註
（0
同
。

（
（（
）�「
太
元
御
修
法
調
伏
護
摩
」（『
信
濃
史
料
』
十
七
巻
）。「
太
元
法
修
法
記
」（『
醍
醐
寺
文
書

聖
教
』
一
八
六
函
二
号
）。『
義
演
准
后
日
記
』
文
禄
五
年
正
月
二
十
日
条
・
同
年
正
月

二
十
七
日
条
・
慶
長
二
年
正
月
二
十
三
日
条
・
同
年
正
月
二
十
九
日
条
・
慶
長
三
年
正
月

二
十
日
条
・
同
年
正
月
二
十
六
日
条
・
慶
長
四
年
正
月
二
十
六
日
条
・
同
年
二
月
三
日
条
・

慶
長
五
年
二
月
一
日
条
・
同
年
二
月
四
日
条
・
同
年
二
月
七
日
条
。
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（
（（
）�

註
（0
『
義
演
准
后
日
記
』
の
条
を
参
照
。

（
（（
）�
足
利
義
昭
に
よ
る
太
元
帥
明
王
像
の
拝
見
が
あ
る
た
め
、
足
利
将
軍
を
指
す
と
推
測
す
る
。

（
（（
）�『
信
濃
史
料
』
十
七
巻
。

（
（（
）�

文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
か
ら
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
か
け
、
豊
臣
秀
吉
が
明
征
服
を

め
ざ
し
て
朝
鮮
に
侵
略
し
た
戦
争
（『
国
史
大
辞
典
』）。
毛
利
輝
元
の
臨
時
の
太
元
帥
法
が

勤
修
さ
れ
た
の
は
開
始
さ
れ
た
翌
年
。

（
（0
）�『
大
日
本
古
文
書
』
島
津
家
文
書
之
五　

二
一
三
四
号
。

（
（（
）�『
義
演
准
后
日
記
』
慶
長
十
五
年
十
一
月
三
日
条
。

（
（（
）�

有
賀
祥
隆
氏
「
大
元
帥
明
王
図
像
雑
攷
―
旧
理
性
院
本
を
中
心
と
し
て
―
」（『
醍
醐
寺
の
密

教
と
社
会
』、
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
九
一
年
）。

（
（（
）�『
大
日
本
古
文
書
』
島
津
家
文
書
之
六　

二
二
四
二
号
・
二
三
三
三
号
。

（
（（
）�『
大
日
本
古
文
書
』
島
津
家
文
書
之
六　

二
四
七
六
号
。

（
（（
）�「
理
性
院
堂
」
は
『
義
演
准
后
日
記
』
よ
り
慶
長
十
七
年
十
月
の
間
に
「
立
柱
」
や
「
虹
梁
上
」

等
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
従
っ
て
慶
長
十
五
年
に
見
ら
れ
る
「
太
元
堂
」

と
は
別
の
堂
舎
で
あ
る
と
推
察
す
る
。

（
（（
）�『
大
日
本
仏
教
全
書
』。
二
代
目
太
元
別
当
で
あ
る
寵
寿
に
よ
る
太
元
帥
法
の
縁
起
霊
験
を
記

し
た
奏
状
と
、
法
琳
寺
の
五
つ
の
奏
状
、『
延
喜
式
』
三
十
五
巻
「
大
炊
寮
」
の
抄
出
の
合
本
。

（
（（
）�『
日
本
紀
略
』
長
徳
元
年
四
月
一
日
条
「
法
琳
寺
申
内
大
臣
修
大
元
法
之
由
、
仰
令
召
仲
祚

法
師
」（『
新
訂
増
補　

国
史
大
系
』
第
十
一
巻
）。

（
（（
）�『
栄
花
物
語
』
第
四
巻　
「
見
は
て
ぬ
ゆ
め
」（『
新
訂
増
補　

国
史
大
系
』
二
十
巻
）。

付
記

　

小
稿
執
筆
に
つ
き
手
厚
く
ご
指
導
い
た
だ
い
た
藤
井
雅
子
先
生
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

『
醍
醐
寺
文
書
聖
教
』
の
閲
覧
に
あ
た
り
、
醍
醐
寺
当
局
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
事
を
こ

こ
に
記
す
と
共
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
史
学
専
攻　

博
士
課
程
前
期
三
年
）


